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授業とは何をいうか†

─奈良の学習法における構造的把握後：真理体としての実践─

溜池　善裕*

宇都宮大学教育学部*

子ども達は学習を通して構造的把握に到達するが，その後，共同学習に位置づけられることで，自らの学
習を一人学習に転換し，学習することがら，つまり真理を明らかにしようとするのである。けれども，真理
に到達した子どもに課せられるのは，その後の実践なのであり，その実践につながってこそ，奈良の学習法
におけるしごと，つまり本当の意味での社会科の学習となったといえるのである。

キーワード：奈良の学習法，しごと，真理，真理体，実践，矛盾

0.目的
本稿は，雑誌『考える子ども』に連載中の，「問

題解決学習から『しみじみとする授業』へ（19）」1

において触れた，一人学習が，相互学習を通して共
同学習に連なっていく時機と，その時機を契機にな
される子ども達の動きすなわち道徳的実践性の具体
像，学習が生活実践としての学習へと転換される，
子ども達の学習の事実を明らかにするものである。

個人の学習は，一人の学習のままでは独善的で一
面的なものとならざるを得ないが，それは学習が持
つ特性であり，学習が人間の営みである以上，人間
の営み全般がもつ，免れない性質の反映である。し
たがって，独善性から学習を解き放ち，多くのこと
がらや様々な人々とつながろうとし，また実際につ
ながる，柔軟性と伸縮性をもつようにすることは，
学習指導の根本的な目的である。

そして，子ども達が獲得すべき知識・技能・あら
ゆる存在への尊厳と畏敬の感情・道徳性は，そのよ
うな学習指導の根本的な目的の下に位置づけられな
ければならないのである。なぜなら，これらの総体

は，人間を独善性から解き放つ，高遠な人間の歴史
的営為において見出され，存続されているものであ
るから，そのような営為がなされるのと同様な構え
が作られなければ，獲得されまた系統化されること
は，到底あり得ないからである。苦しみと哀しみと
喜びと，それらの連続において，その刹那に生まれ
る地模様があるからこそ，知識・技能・あらゆる存
在への尊厳と畏敬の感情・道徳性は見出されるので
ある。学習はそのような地模様があらわれるように
構成され，計画され，行われなければならないので
あり，それらの子ども達へのはたらきかけの総体が，
学習指導なのであり，またそうでなければ，次期学
習指導要領の言う「学びに向かう態度」や「人間性
の涵養」が実際のものとなって，眼前にあらわれる
ことはないのである。

さて，独善性という特性から学習を解き放つのは，
一人の学習を集団における学習に位置づけ，学習全
体を一人学習・共同学習として構造化した学習指導
においてである。このような学習の位置づけによっ
て，一人の
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学習は，集団の学習との関係において相
対化されるとともに，集団の学習すなわち共同学習
に向けた一人学習

3 3 3 3

として転換され，独善性は解消に
向かうからである。

しかしながら，一人の学習を共同学習に位置づけ，
一人学習に転換するという考え方は，論理的にそう
なるべきであるという理屈であって，実際にそのよ
うになることが確かめられなければならないことは
言うまでもない。
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そこで，本稿は，子ども達がどのようにして，一
人の学習を一人学習に転換し，それを共同学習に位
置づけるのかを一人学習・共同学習という学習構造
を持つ奈良の学習法におけるしごと学習の学習指導
において，子どもの事実をもとにそれを確かめ，ま
た，そのように位置づけられることで共同学習はど
のように深化し，そのことを通して一人学習もまた
どのような深まりと広がりを見せるのかについて考
察し，明らかにするものである。この考察にあたっ
ては，奈良女子大学附属小・3年月組の子ども達の
学習の事実を手がかりとする。

1.「しごと」学習の概要（2月9・10日に至るまで）
（1） 「奈良のシカ」との出会い

奈良女子大学附属小・3年月組（担任・薄田太一）
は，4月から奈良をテーマに「しごと」の学習を開
始した。その後，5月7日の保護者参観で「奈良の
すてきを見つけよう」が，一人ひとりの子どもによっ
て発表され，この学習とのつながりで，5月9日に，
3年生の学年遠足「奈良の街を感じよう」が実施さ
れた。この遠足の前に，社会科の地図学習をしてい
たため，配布された地図の記号と実際の街を対照し
つつ，奈良市役所・船橋商店街・東向商店街・奈良
地方検察庁・奈良県庁をたずね，市役所ロビーにあ
る平城宮の復元模型のジオラマを見たり，商店街で
は，それぞれの商店について，売っているものや一
番売れているもの，売り方，おすすめの品物，その
歴史についての，詳細な聞き取りを行ったりした。
子ども達の中には，二つの商店街の違いやその理由
の考察につなげる子どもなど多様であった。また奈
良県庁では，県庁職員の仕事の具体的内容等につい
て，詳細な聞き取りがなされている。子ども達の日
記からは，さまざまなものに興味を持ち，それにつ
いて調べていこうという意気込みが伝わってくる。

その後，子ども達の中には，奈良と京都の違いや，
大和野菜，春日大社とシカについて調べる子，もう
一度東向商店街に行って，その名前の由来を聞き取
り，興福寺と関係ある事が分かると，興福寺の本坊
に行って聞き取りをするとともに，江戸時代までは
春日大社興福寺として広大な土地を所有していた
が，明治維新になって神仏分離・廃仏毀釈により，
その土地を没収され，そこが奈良公園になったこと
などを聞き取っている子が出てきた。

遠足の1週間後，5月16日に「奈良を感じよう」

が実施された。この話し合いのでは，最初の2人の
子どもが大仏について発言したあとは，「奈良のシ
カ」の話題で持ちきりとなり，途中で大和野菜や県
庁についての話題が出るがすぐにシカに話題が戻さ
れ，「奈良のシカ」は神の使いだという発言で終了
する。この学習を受けて，翌17日には「なぜシカ
はありがたいものなのか」が話し合われ，この2回
の学習をきっかけにして，「しごと」学習の方向性
は「奈良のシカ」に向けられることとなった。

さっそく，奈良公園や周辺地域の鹿の保護・管理
にあたり，保護施設・鹿苑を経営する，財団法人・
鹿愛護会に聞き取り調査に行った子どもがおり，5
月24日と25日には，その内容を発表し，おたずね
をする時間がとられている。子ども達のシカに対す
る興味や動きは次第に活発となる中で，6月2日の「子
ジカ公開」のポスターが公民館に貼ってあるのが発
見され，それが鹿愛護会や鹿苑と関係があることを
突き止めた子どももいた。

このような子ども達の動きを受け，6月2日には，
奈良公園のシカの収容施設である財団法人・奈良の
鹿愛護会が管理するシカの保護施設・鹿苑での「子
ジカ公開」に合わせた見学が行われた。そこでは，
シカの出産場面に立ち会い，加えて鹿愛護会の人へ
の聞き取りも実施された。

（2） 「奈良のシカ」の教材性
3月の「しごと」学習において，1年間取り組ま

れるのが，「奈良のシカ」である。「奈良のシカ」は，
春日大社境内や興福寺周辺等，奈良公園平坦部一帯
に生息するシカのことを指す。
「奈良のシカ」をめぐっては，春日大社から文化

財保護委員会に提出された「天然記念物指定申請書」
（1957年）で＜半野生＞性が評価されて天然記念物
に指定される一方，鳥獣保護法所轄の奈良県鳥獣課
による別規定が，奈良のシカをめぐる様々な問題を
生じさせている2が，その一つがシカによる食害被
害をめぐる問題であり，その代表的なものが，いわ
ゆる奈良・鹿害訴訟・第一審判決である。

奈良の鹿は，古代から春日大明神の使いあるいは
大明神そのものとして神格化され，「春日大社の鹿」
と称され，奈良市民等から親しまれ共存してきた。
第二次世界大戦前，約900頭生息していた鹿は，戦
後の飼料や食肉の問題等から急速に減少し，1945年
には79頭にまで激減した。しかし，奈良の鹿の保護
育成事業を行うことを目的として戦前に設立された
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鹿愛護会の活動，奈良の鹿に対する国の保護（昭和
23年における天然記念物の仮指定，昭和32年の天
然記念物の指定）によって，その頭数は増加した3。

具体的には，1975年までには約900頭まで回復し，
1980年から2017年にかけては1000頭から1300頭の
間で推移しており4，現在の「奈良のシカ」の生息
頭数の詳細は（表1）のとおりである。

さて，判決では，春日大社は，奈良の鹿につき文
化財保護委員会に対し天然記念物指定の申立てをし
ているが，その際の申立書には，奈良の鹿の所有者
として春日大社が記載され，同委員会は，奈良の鹿
を昭和32年9月18日付で指定地域を定めることな
く「奈良のシカ」の名称で天然記念物に指定し，官
報で公告したうえ，その旨を春日大社に通知してい
ること，また現在，天然記念物に関する事務を所掌
している文化庁においては，奈良の鹿の所有関係に
つき，申立書の記載内容を前提として事務処理を行
なっていること，さらには，奈良の鹿が天然記念物
に指定された後においても，春日大社は奈良の鹿を
有償ないし無償で第三者に譲渡し，また，奈良の鹿
を轢いた自動車の運転手や，それを捕獲したり殺し
たりした者から埋葬料名目で相当の金員を受領して
いる事実，さらに加えて，昭和41年頃，奈良の鹿
を捕獲・毀損した者が，文化財保護法違反，窃盗罪
として起訴された事件の審理に際し，当時の春日大
社の宮司が，奈良の鹿は春日大社の所有である旨証
言していたことから，奈良の鹿の所有者は春日大社
であると認定された5。

（表1）
奈良公園内生息頭数

奈良公園のシカの総数 1498 △43
総頭数 1226 △46
雄シカ 261 △25
雌シカ 731 △16
子シカ 234 △ 5

鹿苑内保護収容頭数
総頭数 272 ▲ 3
雄シカ 156 ▲12
雌シカ 120 △ 9

年間死亡頭数
（2016年7月16日〜 2017年7月15日）

年間死亡頭数 （ ）は公
園外

総頭数 416（216） △75
雄シカ 156（107） △35

雌シカ 125（71） △10
子シカ 135（38） △30

主な死因
交通事故 91（34） △10

疾病 206（133） △32
野犬 0（ 0） ▲ 2

その他 119（49） △35
交通事故発生件数及び地域
大仏殿交差点〜高畑交差点 30 △12
県庁東交差点〜奈良ホテル 28 ▲ 5
県庁東交差点〜近鉄奈良駅前 14 ▲ 6

△増▲減
（平成29年度「奈良のシカ」生息頭数調査について：
一般財団法人奈良の鹿愛護会HPpdfより作成）

そのため春日大社は，鹿による農業被害を防止す
るために適正頭数を調査・算出し，文化財保護委員
会の許可を得た上鹿を他へ移転させる等，適正頭数
を保つべき義務があること，また，鹿が適正頭数を
超えて増加した場合には，移転措置や，田畑の周囲
に金網を張ったり公園内の鹿にえさを供給するなど
により公園外への逸脱を防ぎ，その被害発生を防止
すべき注意義務があると認定された。こうして農作
物に被害を与えたときは，民法709条により，その
損害を賠償すべき義務があると判決されたのである。

鹿害訴訟和解後には，「奈良のシカ」の管理の枠
組が和解規定に盛り込まれたが，和解規定と県鳥獣
課規定が併存した結果，京都府南部などの旧奈良市
外におけるシカの逸出によって，京都府には「奈良
のシカ」はいないために鳥獣保護法のみで捕獲され
る一方，捕獲者に対する文化財保護法違反への懸念
を払拭できない問題等を顕在化させている。また，
これらを背景として奈良県は，奈良市東部での捕獲
計画を策定し，120頭を上限とする捕獲計画を2017
年に発表しているが，2017年度の捕獲実績は19頭
にとどまっているのが現状である6。
「奈良のシカ」は，春日大社との関係において，

歴史に息づきつつ野生のシカとして奈良公園を中心
に生きているがゆえに神鹿であり得るが，それゆえ
保護目的で天然記念物ともなり，一方で増えすぎた
シカによる農作物の食害といういわば人間の生活と
の齟齬をきたしているのである。加えてまたその齟
齬の解決が，法律や規定の齟齬を生み出し，「奈良
のシカ」の問題を複雑にしている。このような，い
わば矛盾に満ちた複雑な構造の中にあっても，「奈
良のシカ」は，シカである以上，群れとして移動し，
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繁殖の時期を経て子を産み，一方で奈良公園では人
間と不可避に接触することで，観光客に危害を加え
たり，心ない観光客によって被害を被ったり，群れ
の移動と車の移動時間が重なることで交通事故に巻
き込まれ，周辺地域での網にかかって捕獲されつつ
つも，しかし，シカとして生きているのであり，そ
の生活は奈良の鹿愛護会の活動に不可欠に支えられ
ているのである。

一方，鹿愛護会の活動は，「奈良のシカ」の保護
育成・保護事業のための調査研究・保護思想の普及
及び啓蒙・生息環境保存のための活動及び環境教育・
伝統行事の継承・施設や設備の整備等，多岐にわたっ
ているけれども，その活動を3名の事務職員，7名
の現場職員（うち1名は事務も担当）でまかなって
いるのが現状である。加えて，現場職員は，24時
間体制で，生息域内の巡回・負傷及び疾病鹿の救助
や救出，通報による保護出動，死亡鹿の処理にあた
り，その活動は公園内のみならず周辺地域も含みき
わめて過酷である。また，財団法人・奈良の鹿愛護
会の運営は奈良県・奈良市・春日大社からの補助金
に加えて，寄付金・協賛金・募金，イベント等の収
益でまかなわれているが，その支出には，2012年
においては地域保全推進費（食害対策費）として，
鹿愛護会から鹿害阻止農家組合へ支払われる補助金
が含まれ，予算は必ずしも十分とは言えないのであ
る。

このような矛盾に満ちた「奈良のシカ」は，とく
に子ども達が，矛盾の中にあってもシカの生命を守
るためには活動を続けなければならない，鹿愛護会
の方々の取り組みと，そのひたむきさに注目するこ
とを通して，それを知った自分に何が出来るかに行
き着くことで，シカと共存していくべき，同じ生き
物としての自分と向き合い，その意味で「しごと」
学習の教材として十分な重みと厚みを持つのであ
る。

（3） 夏休みを前後する子ども達の動き
以上のような教材の性質を反映し，夏休み前には，

シカの食害による農作物被害を受けている奈良市須
山町での聞き取り調査，奈良公園のシカの観察を通
して実際にシカがどのように移動するかの調査，春
日山原生林におけるシカの群れの子シカと母シカの
調査，公園周辺の交差点において交通事故死したシ
カの調査，シカの収容施設である鹿苑での聞き取り
調査，鹿苑での鹿寄せでの聞き取り調査等が一人学

習されている。これらの一人学習に見られる特筆す
べき点は，本を読んで調べた，聞き取り調査をした
等，事実の出どころを明記している点であるが，こ
れは，薄田による1星の「近鉄学園前駅」を取り上
げた実践や，2月での野菜の専業農家に学びながら

「野菜作り」をした「しごと」学習の成果であろう。
夏休みになると，奈良公園での鹿愛護会による鹿

寄せ，朝日新聞社のデータベースによる宮島のシカ
の被害に関する事前調査を踏まえた広島県・宮島の
シカに関する現地での聞き取り調査，シカのイベン
トでの愛護会への聞き取り，天然記念物であるイリ
オモテヤマネコの調査，奈良市民だよりにあるシカ
の交通事故死調べ，奈良公園での観光客への聞き取
り調査，奈良県庁奈良公園室への聞き取り調査，奈
良市茗荷でのシカの食害の聞き取り調査，奈良公園
のシカの糞を食べるルリセンチコガネの調査，若草
山登山口のお店でのシカの群れについての聞き取り
調査，奈良公園管理係への天然記念物のシカの駆除
についての聞き取り調査，春日大社に鹿を献上して
いた鹿野町スサノヲ神社の調査等，1年生，2年生
には見られなかった，多岐にわたる数多くの調査等
が行われ，それが一人学習されている（巻末・表A）。
（表A）からわかるように，子ども達の動きは多

岐にわたりつつも，それぞれの問題については継続
的でありまた執拗である。このことは，子ども達が

「奈良のシカ」を深いところで受け止め，その問題
を我が事とするとともに，その本質を解明しようと
していることを意味する。

（4） 9月から12月までの子ども達の動き
夏休み明けの，9月5日・6日には，「これからの

学習」が実施されている。この学習を通して，あら
たに調べたいこととして，奈良公園の遠くでシカが
駆除されるのを鹿苑の人たちは見てるだけでいいの
か（9月5日，B），でも鹿愛護会の人たちは奥深く
考えているのではないか（9月5日，L），シカの気
持ち（9月5日，EF），シカによる農作物の被害（9
月6日，V），鹿愛護会・鹿苑・奈良公園の3つの施
設の大変なところ（9月5日，W），鹿苑の人の1日・
捕獲目的と頭数管理のためシカの行動を観察するだ
けなのか・もうけるのは誰か（9月6日，F），シカ
はそのお金で安全に生きていけるのか（9月6日，J）
が子どもの日記には記載されている。これに加えて，
9月5日には「シカは人間にとって何なのか」（L，9
月5日）という，きわめて根本的な問題が子どもに
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よって提示されている。
この頃から子ども達の日記には，「私たちにでき

ること」という記述が見られ，加えて，実際に鹿苑
に収容されているシカのために，食糧となるどんぐ
りを友達と集める動きが出始めている。このような
子ども達の動きは，夏休みまでの一人学習によって，
奈良のシカの本質に迫り，そこに見出される問題と
矛盾には気づいたとしても，今現実に目の前に生き
ているシカのためにすべきことを実践しようとする
自然な動きだと考えられる。

後半の相互学習は，子どもが最終的に自分と向き
合って考えるところまで行くよう，相互学習が位置
付けられ，何度か実施された。（表3）

ここに生じた現象は，夏休みや9月以降の子ども
達の，継続的で執拗な調査と，「奈良のシカ」の問
題の本質を明らかにしようとする動きとは，十分に
関連性のあるものではなかった。なぜなら，子ども
達においては，シカが死んでしまう現状を何とかし
たいという思いが強く働き，ポスターを作る，看板
を立てる，チラシを配る，よびかける等が，様々に
提案されるという動きが起こったからであり，これ
らの動きは，実際に，鹿愛護会の活動についてその
事実を調査している子ども達にとっては，「すでに
やっている」ことがわかっているはずだからである。

（表3）
10月17日 奈良公園のシカの交通事故
10月24日 自由研究発表「シカの保護費」「シカ

と人間との関わり」
11月2日 シカとの共存
11月14日 鹿愛護会石川さんにインタビュー
11月22日 Fくんの発表（鹿愛護会ではたらく人

の1日・観光客・シカの交通事故）
12月5日 Zさんの発表（鹿愛護会の石川さんに

インタビューしてわかったこと・人手
不足とお金不足・シカのことを知って
もらう）

12月13日 12月6日の新聞（鹿の交通事故）を読
んで考えた事

12月14日 これからの学習をどうするのか
12月15日 これからの学習をどうするのか

たとえば，12月13日に筆者が参観した相互学習は，
奈良公園の鹿の交通事故についての12月6日付の奈
良新聞の記事をもとに学習を深めようというもので
あったが，話し合いで出される意見は，上記のよう
な「すでにやっている」はずの対策であった。また，
これについて，学習開始の36分を過ぎて，Cくんが，

「速度制限などの看板はもう作っている」と発言す
るのであるが，この発言は十分に受け止められず，
時間切れで終わるのである。この日の日記には「こ
れだけたいさくやよびかけをしているのにどうして
シカのひがいがへらないのか」（12月13日，M）の
ように，問題を深いところで受け止めている子ども
はいたのではあるが，それを発言するにはいたって
いないのである。総じて，この日の学習は，「すで
にやっている」のではあるけれども，新聞記事にあ
る「奈良のシカ」の交通事故死についての対策とい
う，話し合いやすい内容にひっぱられ，そちらに流
れてしまったのである。

そこで実施されたのが，12月14日，15日の「こ
れからの学習をどうするか」の話し合いである。こ
の学習を通して，この日の子ども達の日記，「あい
ご会はいろいろ方ほうを考えていますが，もっと方
ほうを考えて！という事になるので，3月が方ほう
を考えてあいご会に伝えるのはどうかな？と思いま
す」（12月15日，EF），「ポスター，かんばん，呼
びかけなど，シカの交通事故のために，対さくをし
ているのに，なぜ事故がへらないのかふしぎです」

（12月15日，GH）にもあるように，様々な対策を
立ててそれを実行しても，問題はそれほど簡単には
解決しないという問題に，子ども達は向き合うこと
となったのである。

子ども達に課せられたのは，夏休み以降に執拗に
調べ上げた，「奈良のシカ」に関する多様で詳細な
事実をもう一度整理し，それを，簡単には解決しな
い問題の解決につなげることであった。したがって，
冬休みの一人学習は，夏休みの学習とは比べものに
ならないほど，子ども達にとってむずかしいもので
あったのである。（巻末・表B）

（5）最後の共同学習（3月16日）まで
冬休みに子ども達は様々に一人学習を行い，それ

をもとにして，1月17日以降の相互学習が実施され
ている（表4）。

（表4）
1月17日 シカを守るかんきょうがなぜよくなら

ないのか
1月23日 EFさんの発表（交通事故が減らない，

石川さんが言った「本当にできるかわ
かりません」。T「自分以外のことを考
えすぎじゃないですか。自分の事も考
えてみましょう」
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1月26日 Fくんの発表を聞いて考える（2月2日
の体験学習に向けて）T「愛護会の人
たちは，ちらし，ポスターを配るのが
一番大切なのな？」

2月5日 校外学習に行って思った事・考えた事
2月6日 2月5日の話し合いをして
2月7日 2月5日の話し合いをして（1時間目，

5時間目）
2月9日 シカのことを知ってもらうとはどうい

うことだろうか（学習研究会1日目）
2月10日 同（学習研究会2日目）

この（表4）の1月23日，26日からわかるように，
子ども達の学習は，この日も12月13日同様，「奈良
のシカ」の事故を減らしたりなくしたりするために
はどうすれば良いかという，具体的対策について考
える事に終始しており，1月23日のT「自分以外の
ことを考えすぎじゃないですか。自分の事も考えて
みましょう」，1月26日のT「愛護会の人たちは，
ちらし，ポスターを配るのが一番大切なのな？」と
いう，薄田の方向づけがなかなか功を奏しないので
ある。こうした中，自分たちに何が出来るかに子ど
も達を向かわせ，出来る事が何かを考えたり確かめ
たりするために，2月2日の校外学習が計画され実
施された。

学習研究発表会における，2月9日と10日の連続
の共同学習，「シカのことを知ってもらうとはどう
いうことだろうか」は，その1週間後ということも
あって困難をきわめることとなり，このうち，2月
9日の共同学習は，大要，次の4分節で構成される
話し合いの授業となった。
第1分節：1日直〜 9F

観光客に何を伝えるか
第2分節：11EF 〜 17A

知らない人にどうやって伝えるか
第3分節：18Q 〜 29F

シカに本当に興味のない人は奈良公園に来なくて
良いのではないか
第4分節：30C 〜 39日直

奈良公園に来るということはシカに興味を持って
いるということではないのか

この分節のつながりから了解されるように，第1
分節が人に伝えることがら出発したために，どう
やって伝えるかに第2分節までを費やしてしまった
ため，第3分節からは話を本題にもどそうとしたの
ではあるが，後半の2つの分節だけでは戻すことが

できず，結果的に「シカのことを知ってもらうとは
どういうことだろうか」に，共同学習は十分迫るこ
とが出来なかった。

翌日の共同学習の直前には，約30分の相互学習
を実施し，その日の共同学習の方向づけを行ったが，
その相互学習もまた，前日に問題になった「興味の
ない人は奈良公園に来なくて良い」についての話し
合いとなってしまった。そこで薄田は，「知ってる
んですかってことですよ」として，学習する「知っ
ているとはどういうことか」につなげる発言をして
その学習を位置づけ，相互学習を終了させた。

前日の共同学習と直前の相互学習を受けた2月10
の共同学習は，次のように進んだ。
1W　�相手がどんな人かによるので，いちかばちか

ではないか。
2EF		 �シカと人間が信じ合うというキーワードを保

てるようにしっかりと伝えていくことではな
いか。

3I		 	 �相手が興味を持つことを言えば聞いてくれる
のではないか。

4K	 	 �伝えるためにはどうすればいいかを考えるこ
となのではないか。

5OP		 �ゴミをあげる観光客は悪くないので，そうい
う観光客に伝えることを考えるべきではない
か。

6M	 	 �知っている人の役目が知らないっていうのを
伝えることなのでは。

7P	 	 �ぼくもそう思う。
8I		 	 �観光客は外国のきまりなどがわからないだけ

だから無理矢理には言わないことなのでは。
9Q	 	 �愛護会の事務長も愛護会の教え不足と言って

いたから観光客が知らないのは当たり前では
ないか。

10L		 �観光客が知るべきことはパンフレットに書い
てあるのではないか。

11B		 �悪気があろうとなかろうと観光客のしている
ことは悪いことではないか。

12GH	 �奈良に行くのなら観光客はいろいろと調べて
おかないといけないのではないか。

13C		 �知っている近所の人に「それはあげてはいけ
ないよ」って言われてすごく心に残っている

（ので，伝えないといけないのでは）ので，
伝わる時と伝わらない時があるけど伝えない
といけないのでは。
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14A		 観光客は常識を知らないのでは。
15G		 �愛護会は伝えるためにできるだけのことをし

ているのでは。
16Z		 �観光客が知ろうという気持ちを持てば，共生

につながるのではないか。
17O		 �愛護会は出来る限りの事をしているから局長

さんの言うことはおかしいのではないか。
18T		 �局長さんが言っていることはどういうことな

のかな。
19K		 �局長さんは愛護会が伝えることの重要性を

言っているのではないか。
20B		 �観光客はゴミを食べさせてシカを殺している

のだから観光客が悪いのでは。
21T		 ゴミを食べさせようとしているのかな。
22B		 要らないものや野菜を与えている。
23T		 �愛護会は観光客が悪いって言ってはいないの

では。
24L		 �伝えられた方が本当に興味をもたなければ何

にもならないということを局長さんは言って
いるのでは。

25J	 	 �観光客が調べても見つからないないことだっ
てあるのでは。

26L		 �見つかるまで探すべき。
27J	 	 �しょうがない側面もあるのでは。
28F		 �努力をして続けていくしかないのでは。

ここに見る限り，1Wから7Pまでは，知るとはど
ういうことかに向かって話し合いが進んで行くので
あるが，8Iから観光客が悪いかどうかについてに
移っていく。これを16Zが戻し，観光客も知ること
ができれば共生につながるとして，本単元の中心に
向け舵を切ろうとするのである。この学習にとって
重要な視点となる，9Qの言う事務局長の話に注目
する17Oの発言があり，そこに立ちどまらせようと
する意図的な18Tの出があるが，その後，やや感情
的な高ぶりにある20B発言，それをやわらかく受け
止め，冷静さを取り戻させる21Tがあって，24Lが
それにつなげ，28Fの言う努力して続けていくしか
ないというところで，本時は終わるのである。

この共同学習では，シカを救いたい一心で学習し
てきた子ども達だからこそ，シカせんべい以外のも
のを与えてしまう観光客にあまりよくない感情をい
だき，その感情を抑えることが出来ない子ども達が
いるという，3年生の学習としては当たり前の状況

が見出される。しかし，少しでも冷静にあろうとし，
共生に向けて考えようとする，子ども達であること
は，8Iが話を戻した後で，戻った話を16Zが修正し，
17O，24Lがそれを支え，27Jがそれを受けて事務
局長の言っていることの本質に迫る発言をして，
28Fの当たり前を続けるという，見事なまでの助け
合い協力による連携から，即座に理解する事が出来
る。28Fの発言は，ごくごく当たり前で当然の内容
であるが，「奈良のシカ」の学習において，最も重
要な真理であり，子ども達はすでに，その真理に到
達していることが了解されるのである。

2月10日の学習は，話を戻したり修正したりとい
う部分があるけれども，それは新しい局面を作るま
でには至らず，全体として，助け合い協力の著しい，
1つの分節として位置づけるべきであろう。したがっ
て，前日の第4分節に続く，第5分節が，この日の
共同学習であると考えられる。

2日間でここまでの学習に到達したのであるから，
3年間観察と記録を続けてきた筆者としては，この
子達の成長と今年の頑張りには目を見張るものがあ
るのであり，これで十分ではないのかと思えるので
あるが，おそらく子ども達にしてみれば，本時の共
同学習は，ここまで来たのなら，もっと時間をかけ
て，この先に行きたいというのが本音であろう。

実際には，国際の学習で，英語を使って奈良公園
の外国人観光客に「奈良のシカ」のことを伝える学
習をこの後，数時間実施し，それを実際に行う校外
学習を3月14日に，奈良公園において行っている。
その後，3月15日に「シカのことを知ってもらうと
は：しごと学習のふりかえり」を実施し，前日の学
習を含めた1年間の学習の振り返りを行い，翌16日
に，最後のしごと学習「シカのことを知ってもらう
とは」を実施している。

その日の日記を見てみると，「1年をふりかえって，
大切なのは，2つだと思います。『自分から動く（伝
える）』『身のまわりの人に広めてもらう，分かって
もらう』です。伝える方法，①自分から話したり，
学習した問いに答える。②記ろくを見せる。③分かっ
てもらう。④『伝えてよ』と言う。⑤自分も伝える

（⑥相手にも伝えてもらう）です。⑥は，もしかし
たらできないかもしれません。でも，自分は，動い
て，伝えて行きます。（F）」のように，しごと学習
の最終的な目標，分かるということのその先にある，
行うということに到達している子どもが何人もいる
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ことが確認できる。
したがって，2月10日における，もっと時間をか

けてこの先に行きたいという子ども達の思いは，最
終的には達成されたものと推察されるのである。

2　一人学習から共同学習へ
（1） 夏休みと冬休みにおける一人学習の違い

1年間のしごと学習を見たときに，一人学習が共
同学習へと向かうのであるから，共同学習へ向かう
ことで，一人学習の質がどのように変化するかをと
らえる必要があるだろう。

まずそれを大きくとらえるために，（表A）（表B）
を参照して，夏休みの一人学習と冬休みの一人学習
を比べてみよう。

夏休みの一人学習を通覧して分かるのは，シカに
ついて調べるための，多様な聞き取りをさかんに
行っているという事実である。ここにあがっている
日記は26名分であるから，実に在籍している子ど
も35名中の3分の2以上が，シカに関する何らかの
一人学習を行っているのである。

この日記を聞き取り・考察・その他で分類してみ
よう。すると，分類別に，聞き取り・35，考察・
17，その他・21，総数・73となる。冬休みの一人
についても，同様の分類を行うと，聞き取り・8，
考察・9，その他・1，総数18となる。

両者を単純に比較することは出来ないが，総数と
しては，夏休みの方が多く，その数は冬休みの約4
倍であることが分かる。夏休みは長期であることも
あって，子ども達の一人学習が多くの日数をかけて
連続的に行われやすいということもあるが，それは，
一人学習が継続的かつ執拗であることのあらわれで
あり，同時に，それだけ数をこなさなければ調べよ
うとすることがらの本質には行き着かないというこ
とでもある。

そのように考えると，冬休みは明らかにすべき事
柄が決まっていて，それを聞き取ったり，考察する
ために，正確に目標を定めて聞き取りをしているこ
とが示唆されるのである。

（2） 冬休みの一人学習は何のために
では本当に，冬休みの一人学習が，正確に目標を

定めた聞き取りや考察となっているかを確かめてみ
よう。聞き取りは，大要，鹿愛護会においては，私
たちにできること（①）・共生（共存）とは（②）・
予算について（③）シカを減らす方法（④）・シカ

の交通事故（⑤）・大変なことや困っているこ（⑥），
その他（⑦）である（表中の同一番号箇所参照）。

これは，大きく言えば，共生・共存（②），鹿愛
護会の年間予算と活動の実態（③⑥），子どもにも
できること（①），交通事故対策とその実効性（⑤⑥）
の4つである。

鹿愛護会の年間予算と活動の実態は，すでに聞き
取りをして分かっているはずであるから，それほど
聞き取らなければいけない内容ではないはずであ
る。したがって，その上でさらに聞き取ろうとして
いるのは，単なる事実ではなく，どのような意味の
ある活動が，どんな条件のもとでおこなわれている
のかという，鹿愛護会の方が本当に苦労されている
ことがらであろう。また，交通事故についても，愛
護会同様にすでに事実を確かめているはずであるか
ら，その上で確かめようとしているのは，具体的な
対策にどれほどの実効性があるかという確信的な事
実である。そしてまた，この両者に共通するのは，
シカと人間との共生には，どんな苦労や具体的問題
があるかという問題関心である。つまり，共生への
直接的な問題関心の反映が共生について聞き取りや
考察なのであり，共生のために，最終的に子どもの
自分たちに何が出来るかという問題関心が，子ども
にできることについての聞き取りなのである。

以上のように考えると，子ども達の冬休みの一人
学習は，すべてが，「奈良のシカ」と人間との共生
に向けられていることが了解されるのである。

加えて，鹿愛護会への聞き取り（1月2日，4日，
5日，6日，9日），奈良県庁公園室や道路環境課で
の聞き取り（1月4日）のように，正月中または，
正月明け早々に聞き取りに出かけていることから考
えると，子どもの一人学習には切迫性ゆえに必然性
があるものと考えられる。

したがって，抽象的ではあるが，共生に向けて何
ができるかについて，哲学的でありながら具体的な
一人学習を冬休みに展開していることが判明するの
である。

子ども達の学習は漠然としたものではなく，冬休
み明けに行われる，集団で学習する共同学習に際し
て，共生こそが，みんなで明らかにしようとするこ
とがらであることを意識し，それが明らかになるよ
うな一人学習を展開しているのである。

（3） 冬休みの一人学習の方法を決定するもの
それでは，冬休みの一人学習において，聞き取り
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をしている子どもと，考察をしている子どもについ
て，一人学習のそのような方法の違いが何によるも
のであるかについて，2人の子どもの学習の来歴を
手がかりに考えてみよう。
（巻末・表C）を見てみよう。これが，一人学習

で考察をしたCDさんと，聞き取りをしたMくんの，
日記・ノートのうち，薄田によって選択されたすべ
てのものである。そこに書かれた内容は，抜粋した
ものもあれば，全文をそのまま引用したものもある
ので，条件は同一ではない。

さて，CDさんの学習では，フィールドワーク（6
月11日，10月21日，10月29日），観察（7月11日，
7月15日，8月6日，9月11日，9月18日，10月1日，
10月8日），聞き取り（5月27日，1月28日）をし，
また考察（6月10日，6月12日，9月3日，10月7日，
10月8日）をしたりする中で，分かることがらがあ
り，それを見出す喜び（9月22日）を感じて，それ
が「大発見ノート」という言葉に表れていることが
了解されるのである。

これに対して，Mくんは，学習で意見を言おう
と思ってもなかなか言えず（4月19日），友達の発
表のすごさに教えられ（4月26・27日，5月17日），
また友達に助けられ（5月16日），先生や友達の言
葉をきちんと受け止め（5月22日，5月26日，9月
24日）つつ成長し，ようやく少しずつではあるが，
学習を作ることが出来るようになっている（7月2日，
9月5日，9月27日）のである。そして，学習がで
きるようになった自分をためしつつ聞き取りを行い

（9月24日，9月29日，10月8日），その中で学習が
できるようになった自分を確かめているのである

（11月2日）。
したがって，11月以降のMくんは，学習で意見

を述べたり，自分の予想にしたがって聞き取りをし
たり，その中で分かっていく自分を分かり，相対化
していると言ってよいであろう。

11月以降がこのように，自分を分かり，相対化
するプロセスとして位置づけられるとすると，CD
さんが，冬休みの一人学習で，シカの習性と交通事
故について考察するのもきわめて自然だと考えられ
る。CDさんのフィールドワークや観察は，そのほ
とんどすべてがシカの行動や習性についてであり，
それが春日山原始林の被害（11月2日）についての
考察に結び付けられてはいるが，交通事故に結びつ
けられたのは，1月28日になってである。CDさんは，

冬休みの考察をもって，自分のこれまでの一人学習
が，「奈良のシカ」そのものの行動や習性に閉じ，「奈
良のシカ」と人間との共生には十分およんでいない
ことを発見し，共生について考えるためには「奈良
のシカ」の行動や習性と，交通事故を結びつけて考
えることが不可欠であると分かって，冬休みあけの
1月にそれを開始したのである。

したがって，冬休み中のシカの行動や習性と交通
事故との関係についての考察は，共同学習が向かお
うとする，「奈良のシカ」と人間との共生に迫るこ
とで，必然的に起こり得た，CDさんにとって不可
欠な学習なのである。

また，Mくんが，冬休みに聞き取りをするのも，
習得した様々な学習の方法の一つを本当に重要な場
面で活かし，それを1月17日の考察をもとにした，
1月21日の聞き取りという一人学習として具現化し，
その良さを確かめているのである。

以上のように考えると，CDさんはまだ考察の足
りない部分に一人学習を生かそうと考察し，Mく
んは，一人学習で習得した学習の方法を共同学習に
役立てるために生かしているのであり，少なくとも
上記2人においては，自らの一人学習を共同学習と
の関係で見直し，自らの一人学習を共同学習との関
係において発展させることで共同学習に役立てよう
としているのである。

冬休みの一人学習は，子どもの学習の来歴を反映
しつつ，共同学習で明らかにしようとする本質的こ
とがら－共生－によって，自らの学習の来歴が子ど
もによって相対化され，見直されるということが起
こっており，その意味で，一人学習がいまだもって
いる，独善的な性質をそぎ落とすことで，一人の学
習を一人学習に転換していることがはっきりと了解
されるのである。

3．結論
以上，子ども達の事実を手がかりに，子ども達が

どのようにして，一人の
3 3 3

学習を一人学習
3 3 3 3

に転換し，
それを共同学習に位置づけるのか，そのように位置
づけられることで共同学習はどのように深化し，ま
たそのことを通して一人学習もまたどのような深ま
りと広がりを見せるのかについて考察してきた。

一人の
3 3 3

学習が一人学習
3 3 3 3

に転換されたのは，冬休み
の一人学習であった。冬休みの一人学習は，正確に
目標を定めて聞き取りをし，共生の具体的方法を模
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索して，子どもである自分にもできる事を考えよう
としているのである。これはまぎれもなく，共同学
習に向けての，仲間を意識した一人学習である。

またその一人学習は，ここではわずか2名の子ど
もについて検討したに過ぎないけれども，子どもの
学習の来歴に沿った方法のもとで，共同学習に向け
た一人学習への転換が行われるのではないかという
ことが導かれた。この点は，当然といえば当然のこ
とである。なぜなら，子ども達は，助け合い協力し
なければ明らかにならないことがらについては，最
も自分が出来ると思われる，来歴に沿った方法でそ
れを行い，またそのことで少しでも友達に貢献しよ
うとし，そのことによって学習の喜びを得ようとす
るだろうと予想されるからである。

したがって，子どもが一人の
3 3 3

学習を一人学習
3 3 3 3

に転
換するのは，共同学習を意識し，そこにおいて最も
貢献が可能で，自らも学習の喜びを感じ得るところ
においてであるということが了解されるのである。
そのことによって共同学習は共同学習として成立可
能となるのであるが，すでに見たように，2月9日，
10日の二日間をかけて，9日の第1分節から第4分
節を，10日の第5分節としての学習につなげ，全体
として共同学習にしていくような，努力がそこには
見出されるのである。

結果的に，この学習は，3月16日まで，子ども達
の意思によって延長されて終了するのであるが，そ
こで得られた結論は，Fくんの日記に代表されるよ
うな，あまりにも単純な，「自分は，動いて，伝え
て行きます」なのである。だがしかし，これは正し
いのである。それはなぜかといえば，分かるだけで
は不十分なのであり，分かったら「動いて」すなわ
ち実践して，「伝えて」すなわち広めていくことは，
過去に生きた人々も同様にやってきたことであり，
そのことによって現在の歴史や文化が存続している
からである。

おわりに
曹洞宗の宗祖・道元は「仏道をならふというは，

自己をならふなり。自己をならふというは，自己を
わするるなり。自己をわするるといふは，万法に証
せられるるなり。万法に証せられるといふは，自己
の身心および他己の心身をして脱落せしむるなり」
と述べているが，まさに子ども達のしごと学習は，
学習が外にあるように見えて，それが内にあること

を知る，過程の一つであったように思えるのである。
「奈良のシカ」について調べる事は，自分以外の

もの，「奈良のシカ」やそれに関する，世の中に存
在する事実を調べることなのであるが，それは次第
に，「奈良のシカ」に見る自己，つまり「奈良のシカ」
を見ている自己の在り方や，「奈良のシカ」と同じ
生き物としての自己に気づく過程に連なっていった
のである。そして，はっきりとは子どもに自覚され
てはいないが，同じ生き物として当然のように一緒
に生きている，つまり共生するための方途をさぐる
学習に行き着き，しごとの学習の最終局面を迎えた
のである。

それは，万法に証せられたシカと，同じく万法に
証せられた自己の在り方を，自己もシカも区別なく
考え覚ることなのであった。

だが，道元はこのあと，次のようにも続けるので
ある。「悟迹の休歇なるあり，休歇なる悟迹を長々
出ならしむ」。このくだりは，悟った後の修行を続
けることで，悟りのくさみをすっかり消して，そう
して本来の自己に帰るまで修行を永く続けなければ
ならないという意であるが，子ども達は，その入り
口に立ったのである。そして，くさみを消す修行と
いうのは，ひたすら行うということであり，分かっ
たように振舞うことなく，本当に分かったいわば真
理体となって，ひたすら実践し続けることが，子ど
も達によって決意され，それを自らに課したのであ
る。まさにそれは，Fくんの言うように，「大切な
のは，2つだと思います。『自分から動く（伝える）』

『身のまわりの人に広めてもらう，分かってもらう』
です」なのである。分かってもそれではだめであり，
行によってそれは本当に分かるということになるの
であって，それを続けるところにしか正しさはない
ということなのである。それは，まさしく真理に到
達した存在，すなわち真理体としての実践なのであ
る。

3月の子ども達は，3月16日の時点で，ここまで
到達しているのであり，それは，小学校3年生の学
習もまた，そこまで行くことの証左であり，加えて
そこまで行かなければ，学習とは言えないであろう
ことの示唆なのである。

頭が下がる思いで，3年月組の子ども達，全員に
感謝をします。3年間，みなさんの学習を見せてい
ただいて，たくさんのことが分かりました。私はそ
のことによって，あまりにも，自分が分かっていな
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かったことが分かりました。みなさんの実践と同じ
ように，私も分かったら動いて，伝えいていきたい
と思います。

注
1	 	 拙稿，問題解決学習から「しみじみとする授業」

へ」，考える子ども，no. 384，2018-03。
2	 	 渡辺伸一「『奈良のシカ』による農業被害対策

の理念と現実：奈良公園周辺農家へのアンケー
ト調査をふまえて」（『奈良教育大学附属自然環
境教育センター紀要』（8）,2007-03）。

3	 	 昭和58年3月25日・奈良地方裁判所・民事第2
部・判決・昭和54年（ワ）96号より。

4	 	 奈良の鹿愛護会「国の天然記念物「奈良のシカ」
頭数表」（平成29（2017）年7月16日現在，鹿

愛護会HP資料）参照。
5	 	 注3に同じ。
6	 	「奈良のシカ」については，以下の文献も参照

した。前迫ゆり「春日山原始林と草食保護獣ニ
ホンジカの共存を探る」（『植生学会誌』19（1），
2002）。松村みちる・和田恵次・前迫ゆり「行
動観察からみたニホンジカの樹皮剝ぎの特徴」

（『野生生物保護 』9（1）,2004。前迫ゆり「奈
良公園におけるニホンジカの樹皮剝ぎ」（『植生
学会誌』23（1）,2006）。渡辺伸一「観光地に
おける動物との接触事故への対応 : 『奈良のシ
カ』の事例」（『奈良教育大学紀要 人文・社会
科学』63（1）, 2014-11）。

（表A）注：▲は，これををはさむ前後が，実際の日記やノートではでひとつづきではないことを意味する。
A（聞） 8月27日 鹿寄せ。聞き取り・シカはおぼれるのではないか（泳ぎが上手い）
C（聞） 7月21日 シカの被害を聞きに奈良市茗荷町に行く。植える前の苗をシカが食べた。シカをた

おすと5,000円もらえる。かわいいけど仕方がない。
D（聞） 8月30日 鹿苑に行く。保護区は市や県から教えてもらうだけ。だから愛護会だけでは情報が

不十分だと思う。
F（聞） 8月23日 シカの捕獲についての事実確認。奈良のシカは春日大社の「神鹿」として天然記念物・

観光客の餌づけ・奈良公園に1200匹生息。
（聞） 8月24日 シカについての新事実。観光客や地元の人がスナック菓子・果物・野菜・パンを餌

づけしたのを53件確認。奈良公園東側集落でシカによる被害が増えたという回答が
多かった。「シカが，野菜の味をおぼえて農作物に被害が出ているんじゃないか」。
捕獲は7月31日午後開始，その理由は頭数管理。捕獲方法は，公園東側の田原地区・
東里地区で箱ワナなどにより120頭を捕獲する予定。県は，シカせんべい以外は与
えないことをもりこんだ条例の検討を進めている。

（聞） 8月30日 シカについてインタビュー。妹の幼稚園の友達。高畑町に住んでいる人。シカは家
の近くにきますか（家までは来ない・早朝5時くらいに市立奈良病院の近くをたく
さんのシカが走っているのを見る）。奈良教育大学の学生に聞く。大学の中にシカは
来ますか（いる。家族で棲みついているシカがいる。追い出しても戻ってくると聞
いている。人慣れをしている）

G（聞） 7月17日 鹿寄せを見に行く。石川さんに聞き取り・シカを観光客に知ってもらいたい（観光
客思いだと思った）

（他） 8月25日 シカのポスター。シカらしい茶色を出すために新聞で調べた。
I（他） 8月 7日 シカせんべい工場の見学。奈良公園に行く。外国人が食べていたお菓子をシカに餌

づけ。別の外国人が葉っぱを食べさせようとしていた。
（聞） 8月 8日 鹿愛護会に行く。奈良公園に行く。シカせんべいをあげ終わって，右肩をシカに押

され，お父さんは服を噛まれた。
（聞） 8月15日 鹿愛護会で聞き取り。ノートを購入して一部のお金を寄付。

J（聞） 8月13日 春日大社宮司にシカについて聞き取り。奈良のシカは茨城県から来たと社伝にある
が（言い伝えとして残っている）・シカは春日大社に何か被害を与えていないか（何
も悪ことはしていない。農作物は参道にはないから被害は少ない）

（聞） 8月14日 奈良公園室に行って聞き取り。奈良のシカはどこから来たのか（茨城から来たとい
う伝説がある）。シカせんべいの寄付以外の役割は（シカと触れ合うためのツール）。
シカがいて得する人と損する人はどちらが多いか（嬉しいと思う人が多い）。シカは
奈良公園から出ているか（メスは出ていない）。奈良公園でシカの被害はあるか（公
園内でシカがよく死ぬ）。捕獲では何頭がつかまったか（今は0頭。ワナの中にぬか
を入れている）。
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（聞） 8月27日 シカと友達になろう（イベント）に行く。春日山原生林では，カシ・シイの小さな
木はシカが食べるので増えない。

K （他） 8月24日 シカのポスターを描く。「奈良のシカを大切に」と書くつもり。
（聞） 8月28日 シカの被害について聞き取り。お米を買っている農家さん。シカ用の電気の流れる

しかけの細い電線があった（それだけシカの被害があるんだな）。畑を荒らすのは嫌
だと言っていた。あずき畑の豆だけが食べられていた。シカは攻撃されにくい畑の
真ん中で食べる。シカはあまり悪くないと思っていたが，農家さんの気持ちになる
とかわいそうだが，シカを鹿苑に保護した方が良いと思った。

L（他） 7月17日 鹿寄せ。外国人が何も分かっていない気がした。
M（考） 8月13日 しごとの独自学習。西表島のイリオモテヤマネコのための活動と奈良のシカの保護

は似ているのではないか。西表島の速度制限は40キロ・奈良公園は60キロで走って
いる・西表島の人の気持ち（イリオモテヤマネコを巻き込んだ交通時がないことを
喜ぶ）を見習いたい

（聞） 8月19日 鹿苑の人に聞き取り。奈良公園のシカは野生？（野生）・人づけとは？（神鹿として
今まで人と生活してくるうちに人に慣れてきた）

P（聞） 8月 1日 奈良公園事務所を見つける。仕事を予想する。
Q（聞） 8月28日 Kくんと農家の竹内さんに聞きとり。山の中で作物を作っていて，猿・シカ・アラ

イグマ・カラスの食害にあっている。柵や障害物を置いている。竹内さんも必死に
作物を育てているんだな。

R（他） 7月22日 奈良市黒髪山キャンプ場。ナイトハイク。シカが出てきそうなところがある・畑に
シカよけの電気柵。

S（他） 8月 3日 鹿愛護会のポスターコンクールのポスターを描く。「ゴミを捨てないで」と書く。
（他） 8月 4日 鹿愛護会のポスターの書き直し。
（他） 8月 6日 鹿愛護会おポスター完成。
（考） 8月30日 シカの事実。「奈良市民だより」のシカの交通事故多発マップ。

T（他） 7月23日 鹿寄せ。ホルンで来たシカは小さいシカや雌シカだった。
W（考） 7月14日 CDさんが奈良公園のフンコロガシのことを発表することがわかり奈良のシカの本を

進める。日本にいる150種類のフン虫のうち奈良公園には50種類がいる。奈良公園
はシカ・芝・フン虫の共生なんだ。

（考） 7月22日 夏休みの独自学習でしたいこと。①鹿愛護会に聞き取り，②須山町の農家にシカを
どう思っているかを聞き取り。

X（他） 8月 8日 宮島のシカ。エサやりが禁止されている。
（聞） 8月10日 宮島のシカ。昔はシカせんべいをあげていた。シカが畑を荒らすようになってシカ

を山に返すことになった。シカを奈良から連れて行った。
8月11日 鹿畑町のスサノオ神社に行く。春日大社にシカを献上した。

（聞） 8月12日 若草山の登山口でシカを観察し聞き取り。夜になるとシカは群れで山に帰る。毎日
来るのでペットみたいに思っている。シカが畑を荒らさない方法はあるのかな。

（考） 8月17日 シカの捕獲のニュース。BBCでも取り上げられた。畑を荒らさない方法はないのかな。
（考） 8月24日 シカが食べてはいけないものを食べてしまうのはかわいそう。シカは匂いだけで食

べてしまう。ゴミを食べて死んでしまうシカもいる。それをポスターにまとめたい。
（聞） 8月25日 奈良公園管理係の藤岡さんに聞き取り。天然記念物なのにシカをつかまえて殺して

いいのか（畑を荒らしてしまったので，国が許可した）。OPさんと一緒に。
I（考） 8月 7日 シカのポスター。「シカは私たちのお友だち」。シカがもっともっと人との関わりが

多くなったらいい。
（考） 8月13日 シカにやさしく（人が）してシカが安全に幸せにくらせるような良い環境にしたい。

これから調べたいことは，シカは何のためにあるのか。
Z（聞） 7月15日 鹿寄せ。聞き取り項目を考える（なぜナチュラルホルン・なぜ春と秋はしないのか・

なぜどんぐりをあげる・なぜ行う）
（他） 7月16日 鹿寄せに行く。冬の方が鹿寄せで来るシカが多い。
（聞） 7月17日 鹿苑に行く。本物のシカの骨を見せてもらう。
（考） 7月25日 シカのポスターを下書き（構想）。伝えたいことは「シカは大切」・外国人にも伝え

るために外国語を使う・願いを込めながら書く。
（他） 7月29日 奈良県立図書館。宮島のシカについて調べる。宮島でも農家がシカに困っている。

宮島ではシカせんべいが売られていない。
（考） 7月31日 自由研究について考える。宮島のシカと奈良のシカを比べて，シカと人間が仲良く

なるためには？を考えたい。なぜ宮島ではシカせんべいが売られていないのか。シ
カせんべいは奈良だけしか売ったらいけないのか。
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（聞） 8月 1日 大和郡山イオン。シカの角のストラップ作り。聞き取り・今日のイベントの収入は？
（鹿苑のエサや薬代）・ポスターはどこかで貼られているか（市役所くらいでしから
貼られていない）・ストラップ作りは何年前から（10年ぐらい前）・何のために（い
ろいろな人にシカのことを知ってもらうため）

（他） 8月 3日 シカのポスターの下書き。
（他） 8月 4日 ポスター完成。英語・中国語・日本語を入れている。
（考） 8月16日 朝日新聞記事データベースで宮島のシカを調べる。子どもが噛まれるトラブルが発

生したため，シカの餌づけを禁止し，シカせんべいの販売も中止した。トラブルを
起こしたシカだけを山に返せば良いのでは。

（考） 8月16日 シカ捕獲。3月末までに最大で120頭が捕獲予定。一生オリの中なのか・山に逃がす
のか・被害が少なくなったら解放するのか。

（考） 8月22日 明日と明後日に宮島に行く予定。質問を考える。①農家の被害はたくさんあるのか，
②鹿愛護会みたいなところがあるのか，③シカせんべいはなぜ売ってないのか，④
何頭ぐらいいるのか。⑤シカについてどう思う（農家・観光客）。⑥死んでしまった
シカや骨折したシカはどうなるのか。誰かが何かしてくれるのか。自由研究にまと
めたい。

（聞） 8月25日 鹿愛護会に行く。捕獲についてどう思うか（仕方がない）。
（聞） 8月23日

24日
宮島と広島市に旅行。1日目：宮島。シカは島内に500頭ぐらい。人がいる場所には
200頭。シカがゴミを食べないようにゴミを拾っていた。昔愛護会で働いていたお
じさんに話を聞く（宮島は農家がいない。木を食べられる被害が多い）。2日目：広
島市内。

AB（聞） 7月17日 鹿寄せ。「今は，みんなに鹿のことを知ってもらうためにやっています」。
（聞） 7月18日 鹿苑に行く。シカの年齢がわかる方法を教えてもらう。「（シカを）ずっと見ている

から，だいたい何歳かわかります」
（考） 7月19日 鹿苑で聴いた事を整理。シカの事を守ろうとしている・みんなにシカのことを知っ

てもらいたい・シカのことを大切に思っている・奈良のシカのことを知らないから
知ってほしい・何年経っても今の奈良公園みたいにシカが自然にいる状態が続いて
ほしい。

（聞） 8月16日 奈良公園室に電話で聞き取り。シカの捕獲について（今も天然記念物として大事に
しているが，農作物を食べられてしまったらもったいないので，捕獲することも大
切）。奈良公園室は真ん中の立場。

（考） 8月19日 シカが捕獲されたニュース。農家も困っているから捕獲した方がいい。
（聞） 8月21日 田原鳥獣対策クラブを見つける。聞き取り。「シカは敵だから，（捕獲は）嬉しいです。

でも，120頭だと少ないと思います」「農家にとって死活問題だから，シカは敵です」
「シカが車にぶつかってへこみました」「まだ（シカは）1頭しか捕まってないので，
これから，もっと捕獲されたとしたらたくさんのことが分かるかもしれません。分
かったら困っていることが解決するかもしれないので，捕獲するのも大事だと思い
ます」捕獲するのも大事だと思います。帰りに，奈良公園のシカサポーターズクラ
ブの人に聞き取り。土日は愛護会の人が忙しいのでお手伝いをする。シカの捕獲に
ついて聞き取り。「コメントできないなあ。むずかしいから」「シカはかわいいだけじゃ
ない」「シカを捕獲していろんなことが分かるだろう」

（聞） 8月24日 田原山里市場で聞き取り。「シカが捕獲されることになって嬉しい」。20年前はシカ
がいなかったがだんだん増えてきた。家の裏の畑のサツマイモは全部食べられてし
まった。イノシシの被害もある。「まだ1頭しか捕まってないし，120頭つかまえて
も効果はない」「動物を殺すのはつらいですが，生きていくには仕方がない」。大和
高田市松塚のうえだ菜っ葉工房に行く。大和野菜のことをどう思いますか（なくら
ないでほしい）・大和まなは手間がかかりますか（小松菜よりも手間がかかって大変）・
ほかの土地で育てると大和まなはできないのですか（できますが，味は土や温度に
よって変わってしまう）・大和野菜を広めたいですか（京野菜に負けないよう頑張り
たい）

CD（考） 7月14日 夏休みをよりよく過ごすために。はじめの方は習い事や宿題。中は自由研究とラボ。
終わりは，遊び。

（考） 7月15日 奈良公園に行った（6月10日と同じ場所）。前の雄シカのなわばりのところと違って
いた。7月11日は遅れて行ったので22頭，今回は31頭。15時13分から寝始めて53
分でやっと立ち上がりはじめた。主食のシバを食べ始めた。おやつのシカせんべい
は食べていない。5分くらいで移動。15時56分ぐらいに一部のシカが次のシバのあ
る場所に移動。16時にシバを食べていた。シカの体内に時計があるんじゃないかと
いうほどに正確。私が追いかけたシカは興福寺の記念碑の裏。シカが正確に動くの
は何かあるのかな？

（他） 7月17日 シカ愛護ポスターを描いた。キャッチフレーズは「そっとみまもってね」
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（表B）
B（聞） 1月2日 愛護会に聞き取り。ここで何をしているのか・正月の予定⑨a・正月は事故が多い

のか⑦
F（考） 12月26日 まとめで考えること。
F（考） 1月2日 シカとの共生について考える②
F（考） 1月4日 100パーセント共生はむずかしい②
J（聞） 1月4日 県庁奈良公園室，現在のシカの捕獲数・捕獲予定数⑤。県庁道路環境課，鹿ゾーン

の効果・標識の案内の効果⑥。鹿愛護会，困っていること。
M（考） 12月19日 振り返り。地道な努力から始める・シカの群れを追って通り道をつきとめる。⑦
M（聞） 1月8日 愛護会に聞き取り。子どもにできることとは①・共存とは何か②。
Q（聞） 1月4日 鹿愛護会の事務局長に聞き取り。一年間の予算・補助券（春日大社・奈良市）・シカ

のエサ代・必要経費・スタッフの給料。③
Q（聞） 1月5日 鹿愛護会に聞き取り。私たちにできること①・観光客にどう訴えるか・お金は足り

ているか③・交通事故はなくせるか⑦。
R（他） 12月26日 赤信号で止まっているシカ⑧
S（考） 1月7日 独自学習。シカのアプリを使ってわかったこと・シカの交通時が多い交差点。⑧
Z（考） 12月29日 シカ新聞を作る（シカについて・愛護会や守ってくれている方々・交通事故・被害

と捕獲　⑦・⑤
Z（考） 1月6日 新聞記事（シカの獣医。吉岡さんの人生）⑧

AB（考） 12月26日 シカに興味を持ってもらうにはどうすれば良いかを考える。シカのクイズが載った
チラシ。

AB（聞） 1月6日 愛護会で聞き取り。私たちにできることとは①・アイディアチラシをを作ること（も
うやっている）・修学旅行生のための事前学習⑨b

CD（考） 1月8日 自分が観察してきた事をもとに考える。シカの習性と交通事故。⑦
IJ（聞） 1月9日 鹿愛護会で聞き取り。自動車の速度制限・私たちにやってもらいたいこと①。

OP（聞） 1月5日 愛護会に聞き取り。シカを減らす方法④。

（他） 8月 6日 シカ寄せ。ホルンの音にシカが反応して感動した。
（考） 8月 7日 シカはホルンの音色につられたんだな。集まるしかは雌シカが多かった。何か理由

があるのか。
EF（聞） 7月29日 ハガキ新聞作り。「今の時期のツノは，おうどいろでやわらかい」と教えてもらって

確かめる。。
（他） 8月 9日 ゴルフ場でシカを見つける。雌シカの出産。。
（他） 8月17日 奈良公園のシカの捕獲のニュース。農作物を荒らすので許可された。。
（考） 8月18日 120頭もやるなんてかわいそう。野菜を食べるのは，観光客などが野菜をあげて味

を覚えたからで，人間のせい。。
（他） 8月11日 朝から奈良公園に行く。とび火野でホルンをふいてくれる。集まってきたシカは100

頭以上。
GH（聞） 8月25日 奈良市須山町で聞き取り。ニュースに出ていた小垣内さんに聞き取る。農作物や家

の花までシカに食べられた。4人に聞き取りを実施。
IJ（聞） 7月23日 奈良のイベントに参加。シカが嫌いな草。ルリセンチコガネがシカの糞を掃除する。

実際にコガネムシを探して観察。
（聞） 7月25日 シカの食べない草を教えてもらう。
（他） 7月29日 奈良公園のイベントでハガキ新聞を作る。シカの事故新聞を作る。
（他） 7月30日 春日山原始林観察会に参加。メスの群れに小鹿を発見する。母シカが警戒していた。

赤ちゃんを必死に守る気持ちが伝わってきた。
（他） 8月14日 自分が作ったハガキ新聞が届く（シカの事故新聞でシカの死亡理由が書いてある）
（他） 8月31日 観察会の振り返り。シカの嫌いな草があった。シカの嫌いな理由を調べたい。

OP（聞） 8月23日 奈良県庁奈良公園室で聞き取りに向けて何を聞くかを考える。シカの苦情（どうい
う苦情があるか・苦情への対応）

（聞） 8月25日 奈良県庁奈良公園室の藤岡三貴子さんに聞き取り。農家からの苦情が多い（シカが
畑を荒らす）。農家に柵を高くしてもらうようにしている。シカのことをもっと知っ
てもらう活動をしている。いろんな言語のチラシを作って駅などに置いている。人
間とシカの両立ができそうでできないんだな。

QR（他） 7月29日 奈良公園。シカせんべいをあげていたら，手を噛まれそうになり，足をけられ，お
腹を噛まれる。
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（表C）CDさんの日記・作文一覧（左欄より，日付・タイトル・内容）
4月26日 ふかくふかく 地図のことを友だちのはっぴょうをきいてふかく考えてみました。▲QくんとMく

んのはっぴょうでは，P7ページをさんこうにしていました。わたしの地図とのちが
いは，道があるとしゃしんをはってない，えをかいていない，地図きごうをかいて
いるの4つです。▲つめつめなのは　地図きごうを書いたらいいと思います。▲L
くんとOくんのはぴょうは，ちみをかいていて，めだつものをしっかりかいていま
した。私は，方がくをちゃんとかいた方がいいと思いました。▲考えて自分とちが
うところ，自分のち図にもいかせるところがあったので，考えてみることは，たい
せつだと思いました。

5月7日 今日は，お兄ちゃんとかいものをしてから，日本さいしょにせいかくなちずをつくっ
た，いのうただたかがしていたおなじはばであるいてはかるやりかたでイソカワか
ら家までをはかってみました。▲そこをいのうただたかは，どうしていたのかなと
思っていのうただたかをしらべてみると，てつぐさりと，まなわをつかったりきか
いをいろいろつかっていました。▲地ずにはたくさんのなぞがありますでもたから
さがしのように，そのなぞをつくたのしさがつたわってきました。

5月9日 いろんなところに「はたらく人」はいます。それをがく習することはたのしいこと
だと思いました。▲あともう一つしたことは，市やく所から，ふなはしまで，きょ
りをはかったことです。（2500ぽだった）これからもきょりなどをしらべたいとき，
じっさいにやったりいったりしたいいと思いました。

5月25日 シカあいご活動の人たちの1日をしらべてからそれから，もんだいをといていきた
いです。

5月27日 （鹿苑） 私は，ききたいことと，みんなのききたいことをインタビューしました。▲いっぱ
いしらべてみんなにつたえ話し合いのタネにしたいです。

6月2日 （鹿苑） よそうを立ててからインタビューです。
6月10日 （学習研究会）ほ

んとうかな？
私がいけんの中でもっともちゅうもくしたのは，さいごのほうのおちあいさんのい
けんです。りゆうは，かみのつかいだからあいごかいがはじまったといっていまし
たが，人々ののおもいもあると思ったからです。▲そしたらなぜ38とうまでへった
ときに，人々の力でふやせたかです。それはあいしている人たちのぼきんもあると
思います。ありがたいものでもあるけれど，思いもたいせつだと思います。

6月11日 ほんとうかどうか きのう，学習けんきゅうかいがおわってから，奈良公園にいきました。▲調べた地
図のように，どんぐりの木としばがほんとうに，たくさんあるのかを，歩いてみま
した。たしかにどんぐりの木と，しばがたくさんありました。

6月12日 すごい！ オスは，みんなでかたまっていてねているシカもいたので，3時ごろがお昼ねタイ
ムなんだなと思いました。

7月11日 学びをふかめよ
う！！

ふなはししょうてんがいにいくついでに，奈良公園で，シカのかんさつをしました。
▲はじめにオスのむれをみつけました。6月10日の3時5分より20分おくれてみると，
21とうで，前より10とう少なかったです。

7月15日 大発見ノート（対
象別に分類してあ
る，ほかの分類は

「畑」）

ちょうど3時8分に集まりおわっていました。（6月10日と同じところ。7月11日…）
▲シカのこうどうパターン▲県ちょう前ふきんで，3とうが集って昼ね（いつも）→
おきてすぐ，5分くらいしばをたべる。しかせんべいにはみむきもしない→5とうぐ
らいのむれで，次のばしょに，いどう→いくつかの5とうのむれはこうふく寺のし
ばをたべる。昼ねごは，2回にわけて，シバをたべる。→しばをたべてから自分の
すみかにかえっていった。▲ですが，まえのオスシカのなわばりのところとちがっ
ていました。かんさつしてみると，前のところは，日が，てっていて，今のところは，
日かげでした。7月11日は，20分おくれでいったので，22とうでしたが，今回は，
6月10日と同じで，31とうでした。15寺13分からねはじめ，53分でやっと立ちあが
りはじめました。なので，40分ぐらいねていました。その次に，しゅ食のシバをた
べはじめて，なのであんまりおやつのシカせんべいをたべていませんでした。5分
ぐらいしかたべていないかったのでびっくりです。それからちょこっとシカせんべ
いをたべ，56分ぐらいで，一ぶのシカが次のシバがあるところにいました。ちょうと，
4時に，シバをたべていました。このことで，シカの体内にとけいがあるんじゃな
いかというほどせいかくで，びっくりしました。4分ぐらいたべてから，まんぞく
したシカから，自分のすみかにかえっていきます。▲シカには，とけいがはいって
いるように，せいかくにうごいていました。なのでそこに，なにかあるのかな？と
思いました。

8月6日 大発見ノート ①ホルンを5回ぐらいふいていた。②森のおくから，れつになってあつまった。③
どんぐりのえさをあげていた④メスジカが多かった。※オスジカのほうが，けいか
い心が強いのかなと思った。
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9月3日 オスジカとメスジカがけっこういっしょにいたのでけっこうきになりました。この
とき思ったことは，もうそろそろ，こうびのじきからかなと思いました。▲①シカ
よせのときにあげるどんぐりは，えづけじゃないのか。まい日シカは，3キロたべ
ているそれにしては，ごく少ないからいい。②オスとメスがいっしょにいるのはな
ぜか。こうびのじきがもうすぐだから③3時のあつまりがないのはなぜ。こうびの
じきもあるけど角きりようのシカほかくっからにげて，もっと東にいっているかも
しれない。④シカは，紙をたべては，いけないのに，なぜシカせんびのかみは？そ
れは，シカせんべいのいんさつインクが大ずインクだから。▲今日はたくさんのしゅ
うかくがありました。

9月9日 今日は，前，奈良公園にいって，ぎもんにおもったことをよそうしてみました。▲
まず，私は，ろくえんのつの角きりようのシカをみにいくと，にんしんのシカより
くさかったので，それは，なぜかを，よそうしてみました。▲けっかは，私は，何
どか，ぬまのようなところにはいっているのをみかけたり角を木にこすりつけてい
いたのをみたので，オスにとってそれは，メスにもてるためにすることなのかなと
よそうしました。▲あしたできたら，このことのじじつを，しらべに奈良公園にい
きたいです。

9月10日 しらべてみよ
う！！

今日，きのうのことをしらべるために，ろくえんに，じでん車でいきました。

9月11日 はっけん！！ 今日は，ろくえんによりました。いくとちゅう，メスジカのむれがあったのでつい
ていきました。▲いくと，おち葉をたべはじめたので，かんさつすると，シカは，
まだ，青いはっぱをたべて，いました。ひろってたべさせてもたべました。▲かた
いパリパリのものは，たべていませんでした。▲青と，赤のを，てで，さしだすと，
どっちも，たべてしまいました。

9月13日 今日は，はじめて，国語を，1時間しました。したのは，わたしとことりとすずと
です。▲私は，それをよんで，みんな，いろんなこせいがあって，どれもすばらし
いということがよみとれました。▲私が両手をひろげてもお空はちっとも飛べない
が飛べる小鳥は私のように地面を速くは走れない

9月18日 すっごい〜〜 次に奈良公園にいきました。▲ろくえん　すごいヌタうちをした後のように，角が
どろまみれでした。いっしゅんもがいているのかと思ったけどヌタうちだったので
よかったです。▲2回目のヌタうちもありました。こんどは，地めんだけじゃなく，
川のようなところのよこのしめったつちを前あしで，ひっかいてつのに，どろをつ
けていました。みれてよかったです。▲その次に，お母さんじかが3とうの子じか
にちちをのまれているところをみて，においがおなじなのかなと思いました（おち
ちは，白かった）

9月22日 これをつなげて 今日は，4時間目にシカについて発表しました。▲私は，発表しているときに，せ
つめいをつまずいたりしてしまったけれど，自分のベストをつくせたと思います。
おたずねのときどんなおたずねがでてくるかたのしみで，こたえられないものは，
よそうでいって，じつにたのしかったです。▲やっぱり，シカのことなど発表する
ことを，すこしでも多くしっていると，たのしくなるんだなと思います。▲次しら
べようと思うのが，しつもんででた，なんでとけいのように，せいかくにうごける
のということです。それは，シカにきなくちゃといったので，シカにいちばんちか
いシカのことをよくしっている人に，きいてみたいです。

9月27日 はっぱり 前もいったように，オスとメスのちがいだと思いますが，いまは，そのじじつは，
あいご会にきかないとわかりません。▲私はしりょうでかいていたように，シカせ
んべいは，おやつなので

10月1日 ふ〜ん 今日，奈良公園にシカを見にいきました。▲私ははじめに，ろくえんにいきました。
ちょっとちかよるとものすごいあくしゅうがただよっていました。いってみるとす
ごいヌタうちをしていて，角に，どろがすごくついていました。それに，ふくろ角
がやぶれたので，けんかしてきずだらけでした。前よりもあらあらしかったです。

10月7日 ぎもんがあっ
た！！

今日は，しごとのことについて考えました。Sさんは，1位，2位，3位のところには，
しかせんべいやさんが，あるといっていました。▲このことについて私は，シカせ
んべいやさんは，奈良公園のえんじょで，ちがうかいしゃがしています。なので，
あいご会は，なぜ，奈良公園のシカは，しんでっているのに，ばしょをかえさせな
いかぎもんです。▲なんでかな，と思うと，シカをまもるというのはどうなのかな
と思います。

10月8日 シカっていいな 今日は，シカの角きりにいきました。シカの角きりでは，なん人ものせこたちが，
シカをおいつめてっていました。角きりでも，すぐに，つかまるわけじゃないんだ
と思いました。▲オスジカは，いまあらあらしいのですが，なぜ，れいぎ正しいや
つにしたのか，を考えると，時間もあるので，早くあばれてかられいせいになるや
つだからだな〜と思いました。すごいはっけんがあったので次にいかしたいです。
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10月21日 自ぜんとシカー春
日原始林を見て

今日は，春日山原始林を歩こうにさんかしました。▲今回は，春日山原始林を未来
につなぐ会のすぎ山さんにおしえてもらいました。この原始林にのぼってかんさつ
したことは，たくさんあります。▲まず，生き物では，雨の日だったので，ヘビや
カエル，ヒル，ミミズなどの生き物が，でやすかったです。見つけたのが，まずは，
マムシです。子どもでした。なぜか，かわいかったです。▲次に，シカを見ました。
オスジカで，角きりをまぬがれたシカでした。ほとんどやせいで，すぐに森のおくに，
にげてしまいました。▲次に，カエルにあいました。このカエルは，すごく，うし
ろ足▲生き物は，たくさんせいそくしていることがわかりました。でも，植物と，
うまく共ぞんできているのかが，大じだなと思いました。▲植物では，見つけたのが，
ナギで，シカがたべないことから，ほんとうは，ぜつめつきぐしゅなのに，多くなっ
てしまっているらしいです。▲このような植物では，シカが，たべるたべないで，
数のへんかがおきます。リスも，シイのどんぐりをたべるので，シカが多すぎると，
リスがいなくなると思います。▲次に，シカのひがいです。ひがいは，多くて，森
がなくなるということにむいていました。▲一つ目は，植物のところで，いったよ
うに，たべる植物は，少なく，たべない植物は多くなることで，そこにすんでいる，
生き物（せいたい）が，いなくなるということがあります。▲私は，このことにつ
いては，森が，くずれるのは，だめなので，シカを，奈良公園にうつすほうがいい
と思いました。▲二つ目は，シカが，シバをたべるので，下の草などが，なくて，
水がとめられず，そのまま，川にながれていってしまって，そのときに，土も，いっ
しょにながれて，いってしまて，そこが，なくなっていくので，くずれたりして，
それが何年もつづけば，森がなくなったりしてしまうことです。▲三つ目は，シカが，
木を角とかで，たおしてしまって，それが，何回もつづくと森がなくなってしまう
からです。なので，ネットをしている木がありますが，ぜんぶに，ネットは，むり
なので考えているそうです。▲四つ目は，シカに，かんけいないのですが，私が，ずっ
と気になっている，ナラがれびょうのひがいで，なぜなるかわかりました。カシノ
ナガキクイムシのオスが先に木の中にはいって，メスをよび，メスがもっているき
んがかくだうすることによって，木がかれてしまうようです。▲すぎ山さんにイン
タビューで▲Qすぎ山さんは，シカのことをどう思いますか　Aあいご会は，シカ
の数は，へっていたと言っているけど，ぼくは，ちょっと，シカの数は多いんじゃ
ないかなと思っていて，だから，えさがたりなくて，たべられなかったシカが，原
始林に，やってきていると思う。といっていました。でも，すぎ山さんは，ほかく
して，しょぶんするのは，かわいそうで，いやだといっていました。▲私も，しょ
ぶんするのは，いやなので，シカは，えさがないからなので，えさを多くするため
どんぐりの木をうえたりしたらいいと思います。▲そして，そこのすんじゃってい
るシカは，ふえないように，オスジカだけ，つかまえると，ハーレムなので，こう
びを，しやずに？？？？，ふねないかもしれません。▲今までは，あいご会の話を
たくさんきいていたのですが，原始林のげんじょうをしることで，つなぐ会の人た
ちのお話から，シカにたいするいろんないけんがあって，より，学習がふかまりま
した。原始林もシカもまもるため，まだまだ，みんなで意見をふかめていきたいです。

10月30日 ちなみに，去年，小やく丸さんにもらったみずなのしゅうかくしたたねをのこして
いたので，10月26日にうえて，今日の10月30日に，めがでました！！これから，
みずなもかんさつしていきたいです。今回あぶらなをうえたので，できるだけ，か
んさつしにいきたいです。

10月29日 もう一ど 今日は，春日山原始林の手前まで，歩きました。今回は，台風のせいで，おくには，
はいれませんでした。が，ほうたい，ネット，が生き物をみつけました。▲こんどは，
ちゃんとさわったり，かんさつしたりししゃしんでとったりもう一ど，しっかりか
んさつしました。しりょうが，ととのったし，よかったです。▲次は，はれた日にいっ
て，しりょうをもっとふやしたいです。

11月2日 ナギとシカ 今日は，一時間目のしごとの学習で，きのうの私の発表のことについてはなしあい
ました。▲そのときに，みんな，原始林は，なくなってもいい。という人がたくさ
んいました。▲私は，原始林が，てんねんきねんぶつなので，くずすことは，だめ
です。でも，シカは，そこで，つうじょうのようにすごしているだけです。そのつ
うじょうがひがいにもらたらしています。▲なので，シカのつうじょうは，かえれ
ないので，やっぱり，そこから，ちょっとやさしく，ふやさないようにしてみたほ
うが，いいと思います。▲おれいで杉山さんにかいたお手紙のおへんじで，ぜつめ
つきぐしゅでは，ありませんでした。さらに，お手紙で，春日大社のナギだけの林
はめずらしいので，てんねんきねんぶつになっています。▲なので，ナギについて
調べました。▲シカがたべないナギが春日山原始林のシイやカシをせんりょうして
いくことも，シカによるひがいだと思いました。
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1月28日 今日は，奈良公園で，インタビューとかんさつをしました。▲私は，リーフレット
やスマ保のアプリとステッカーのこうこくをふまえた交通じこのポスターをしかよ
せでくばるといういけんをもってそれは，どうかとききました。くわしくおしえて
くれたので，ぎもんが次次にでそうです。▲かんさつでは，代表てきに道路のとこ
ろにおすジカがいてそこをとうろうとしていたバスは，うまくよこを通りましたが，
これがよるだとひかれていたかなと思いました。

1月28日 （かんさつ・イン
タビュー）

インタビュー（あいご会の方）▲①Q　夏のしかよせいにいったことがあるのです
が夏と冬のちがいはありますか？ A　ありません。ですがはじめは，冬だけだった
けど，いらいされた奈良市かん光きょう会が人気がよかったから（かん光客の少ない）
夏もしてといらいがきたからしている。▲②Q　しかよせの時のぼ金したらもらえ
るシカのおり紙はだれが作っているんですか？　A　シカサポータークラブの人が
きょうりょくで，おってとどけてくれる▲③Qリーフレットが作られたと聞いたの
ですがしかよせいのときにシカのおり紙といっしょにリーフレットをくばるのは，
どうですか？　A　シカよせいの時にリーフレットだけでくばっているけどシカの
おり紙は，②でいったようにシカサポーターズクラブが作ってくれるから数は，決
定できない。▲④Qスマ保のアプリとステッカーのせんでんをふくんだシカの交通
じこ注意のポスターを作ってシカのおり紙とリーフレットといっしょに冬のしかせ
でくばるのは，どうですか？ A　シカのおり紙は，③といっしょで，シカサポーター
ズクラブが作ってくれるから数は，決定できない。スマ保のアプリは，ぼくたち（あ
いご会）が作ったではなくいらいされたからしているだけだからくわしく（ふかく）
はせつめいできない。

2月5日 まとめ 今日は校外学習のことをまとめてみました。▲私がせつめいで一番，あいご会がいっ
ていたことは，「一人でもシカにきょうみをもって，たくさんの人につたえていく」
ということです。私は，それが私たちにできているか，かんがえると，発表からい
けんの出し合いがあてはまっています。先生もおっしゃっていたように，まず自分
たちをみつめて，りかいしたうえで，ほかの人たちに伝えていきたいです。▲シカ
とのきょうぞん，きょうせいも，あいご会の方々は，むずかしいとおっしゃってい
たけれど，考えつづけていかなければいけないと思います。私は，これからもシカ
の事をしることで，考えやすくなるからみんなにじじつを伝えていきたいです。（き
かいがあれば）

2月6日 学級だより 今日，学級だよりを読んで思ったことを一部書きます。▲分かっているかもしれな
いけど，あいご会がいなくなると，今より交通事故と，かん光客のめいわくな行動
がふえて奈良公園のシカが死んでしまうし，かん光客にも，角屋とっしんなどで，
けがをしやすくなると思います。▲やっぱりシカときょう生するには，あいご会の
かつ動が重ようだと，より思います。

2月8日 授業前の独自学習
ノート

どく自学習▲いままでのまとめ▲5，6の日記からまとめて「自分たちができているか」
というのをまず第一に考えたらいいと思いました。そして共ぞんにちかずくには，
あいご会がいて，人間は，シカにきょうみをもっていく「おたがいにわかり合う」
というのが大切だと思いました。▲共ぞんするのには，あいご会の活動とシカと人
間がりかいし合うのがポイント。▲今までの私の1年間の活動　◯1週間から2週間
に1回は，奈良公園で，シカをかんさつした。▲①昼ね後の行動かんさつ，②角切
りのためのほかく，③春原始林のシカによるひがい→シカとの共ぞんにきずいた。
④ルリセンチコガネ。①②③④をもぞう紙にまとめて学級で発表。▲◯あいご会と
のかかわり　①1 ヶ月に一度は，ぜったいに「ろくえん」に見学に行ってシカをか
んさつ。→ほごされているシカを理かい。②シカについてインタビュー。もぞう紙
と日記にまとめて，学級で発表。③学級で子じかを公開見学。※子じかの出さんが
見れた。④こ人で「つの切り」見学　※シカの本当のはやさがわかった　※シカと
人間の伝とうがわかった▲⑤シカよせ（夏）にさんか（夏休み中）※ホルンのきれ
いな音色につられてくる。きたらごほうびのどんぐりがもらえる。▲⑥学級でろく
えんの見学とお手伝いをした→一年を通じてシカの生体がやおたがいのひがい，行
事，あいご会やザサポーターズクラブの活動がわかった▲今回のテーマ「シカを知っ
てもらうとはどういうことだろう？」▲私は，きょうみをもってもらうことだと思
います。それは，シカのよいことなのか，悪いことなのかを知ってもらう。シカに
対するしっかりした知しきをつける，広める。たとえば　※秋は，シカが発じょう
きなので，オスがメスを追いかけて，とびたしやすい→事故が多い

2月8日 今日は，2時間目にしごとで，5人が日記のことを発表してくれました。そのことは，
私が2月5，6日の日記で言っていたことと共通点があると思いました。▲私は，シ
カとの共生，共ぞんについてずっと考えてきました。そのためには，シカも人間も
がまんをしているので，そこに注目してノートにまとめたいです。そしてみんなに
お伝えしたいです。
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2月9日 ふりかえり 私は，朝のくんが，かん光客は，きまりを守っていない人といってくれました。い
い人は，いるとCくんたちもいっていましたがわるいことをしている人が多いとなっ
ています。そのことは，わるい人をへらして，きょうみがない人は，みなくていい
と思います。そのことまたあしたかんがえたいです。

2月9日 がまん 今日は，学習研究発表会でした。その中でがまんということばがでてきました。そ
のはまんをじっかんするために，駅の出たすぐの所のあん内所で，えい語と，日本
語のパンフレット（チラシ）をもってかん光客きぶんで，さんぽしました。▲まず
見つけたのは，オスのむれです。春になったので県ちょう前に26頭のむれがもどっ
てきていました。（ひるね）▲次に，3回シカがチラシを食べているのをみつけました。
その中の2回は，とれましたが，そのさいごの1回は，オスジカで，はなしてくれま
せんでした。▲そして，食べものをたべていたら，うしろから2回おそわれました。
さいごに2回，人間が，タバコ，パンなどをあげていました。▲こんなことがたく
さんおこって，がまんしているんだなと思いました。▲ゴミもおちていました。か
んさつしにいったら，かならず，ちゅういして，食べ物を，おとさないようにして，
ゴミもひろえるようにビニールぶくろを持さんしたいです。▲かん光客の気もちで，
まわってみたけれど，私は，一年間シカを追いかけて見ていたからチラシをたべて
いるとたすけたくなります。クラスメート（34人）では，げんかいがあるので，パ
ンフレットにかくのは，いいと思います。▲シカよせは，あいご会も，かん光きょ
うでいらいされているから，あいご会も，かん光きょう会におねがいしたらいいと
思います。今日もいろんなきづきがありました。

2月20日 もう1回まとめる 今日は，自分の意見をもう一回まとめてみました。▲私は，奈良公園のウォークマッ
プにかいてあるしかまろくんの下にかいているお腹をこわすというのを，外国語の
ところに，そのことがかいていないのでかいたらいいと思います。▲あと今回もす
こし十と一だったと思うのでしるというのの話をしたいです。まとめれてあらたな
考えができたのでその考えをいってまたまとめていきたいです。

3月14日 外国人 今日は校外学習で，しごとの事を伝えました。私は，2人にいって，わかってもら
えました。けっこうの人がシカは好きといっていて，わかったといっていました。
そしてその人がこうどうしているかみて，みるとビニールを食べているシカのビニー
ルをとっていました。思いがつたわってよかったです。▲しごとのまとめは，おわ
りましたが，このこうどうがつながればうれしいです。

3月15日 シカの事を知って
もらうということ
はどういうことな
のか？

今日は，校外学習の前と後で考えがかわったので書きます。▲まず，前では「きょ
うみを持つ」という事だと考えていました。でも，今回の校外学習で，英語でいっしょ
うけんめい自分たちできめた事を伝えると一人の伝えた外国人かん光客がシカがビ
ニールをたべそうになっているところで，ビニールをとってくれました。それをみて，

「伝えたことを行動にいかす」という考えにかわりました。▲きょうぞんするには，「行
動」が大切なキーワードだと私は考えました。

3月16日 奈良公園のシカ　
ふりかえり

私はやっぱり「行動」というキーワードが大切だとおもいました。そしてそのしか
たは，佐とうくんのいっていた，自分から，ひろめていくというのです。一人でも
つたわると，きけんが1回なくなる。その1回だと思います。▲今の校外学習で，ど
んだけもえたか，そういうのも伝える（行動）だと思います。▲次いったときには，
はじめてしったことをつたえたいです。▲伝えるけどむしした人は，あきらめずに，

（空）とはちがって，たくさんかんばんをつくって，いずれきょうみをもてるように
してほしいです。▲ですが今までかんがえてきた，ので，今のじょうたいでいいと
いうのも〓いてきます。▲でもそれは，さいあくのばあいで，あいごかいが今「共生」
をできていないというのもむだになってしまいます。私がはじめてみたときは，共
生ということはできているいってました。ですが，それは，おかしいというのでそ
のこともいいたいです。きびしくかんがえると，なにをやってもだめというかんじ
になって，しまいました。▲いろいろかんがえてみたので，大人になってもおぼえて，
考えてもみたいです。

手紙 今までシカの事，交通じこの事そしてひがいのことをおしえてくださりありがとう
ございます。シカの事では，てんねんきねん物ということ，シカにゴミをあたえて
はいけないことをしりそれを外国人かん光客に伝えれました。伝えるのはほんの数
人で，ちょっとでもやくになれたうれしいです。▲交通じこは前まで，ちょっとスピー
ドをあげてはしっていました。ですがそれが，シカにとってめいわくなことになっ
ているのをしり，はずかしくなってしまいました。▲このようなことを，しってい
なければ，交通じこがおきていたかもしれないと思ってまことにありがとうござい
ました。▲シカはこわいと，ひょうかででていましたがそれもストレスになること
をしたからだと思います。▲このようなげんじょうがありシカと人間がともにいる

「きょう生」というのに気がつきそのことはしらべさしていただきました。▲大人に
なってもおしえていただいたことは，わすれません。ほんとうにありがとうござい
ました。
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Mくんの日記・作文一覧（左欄より，日付・タイトル・内容）
4月13日 6時間 朝，今日のよていを見ると，6時間目が社会になっていました。ぼくは，はじめて

の社会が楽しみで「5時間目までしかないようなものやん」と思っていました。でも，
じっさい6時間は，けっこう長くて「ふー」となったのです。でも，社会じたいは，
楽しくて，今日は，どくじ学習を，したのですが，どんどんすらすらすすみました。

4月16日 今日，社会の学習を，いつきくんとやりました。さいしょに，家のまわりのしらべ
るためいつきくんと二人で，たくさんのところにあるきに行きました。さいしょは，
じゅんちょうで「このまますすもう」とテンションがあがっていました。でも，とちゅ
うで絵をかくかんかくがだんだんとなくなってきました，だから「えをたどってい
けば，どこにいっても，もどってこれる」と，そう思っていました。でも，だんだ
ん絵がへんになっていき，たどっていたらもどれるやろうと思っていた，たよりに
していた絵が，よくわからなくなってきて，ついには，まいごになってしまいました。

4月17日 谷川さんは
すごい

ぼくは，学校の国語の学習で，先生がXさんの日記をよんで，すごいと，Xさんに，
おっしゃっていました。なぜならXさんは，ドキンのしのさくしゃ谷川さんのこと
をしらべていたからです。それを，聞いた，ぼくは，谷川さんのことを，しらべた
くなったので谷川さんのことを，しらべてみることにしました。

4月19日 国語 今年のめあてで，いけんをおおくいうときめたのですが，なかなかじゅんばんから
だと，まだ，うまく手をあげられなくて，まよっています。

4月26日 社会 「これからぼくたちのはっぴょうをはじめます」そいういってはじまったのは，Lく
ん，Oくんのはっぴょうです。ぼくと，いつきくんのはっぴょうの時とは，おおち
がいで，道と，北，南を書いていて，せつめいがすごく分かりやすかったです。でも，
その後の，かんそうやおたずねでは，まだ，つけたしがありました。ぼくは，Oくん，
Lくんのはっぴょうですごくまんぞくしていました。でも，まだ，つけたしができ
る人がすごいな〜と思いました。

4月27日 はっぴょう 「よし，いいできや」社会の，学習で，家のまわりをしらべたときは，そう思ってい
ました。でもそれは，ぼくたちが家のまわりをよく知っているからであり，知らな
い人から，見たら，あまり，分からないはっぴょうでした。▲今日は，Cくんや，
せいけさんいたくさんのアドバイスをもらったので，このしっぱいをもとに，こん
どがんばりたいです。

5月2日 しつもん 今日，遠足で，ろくえんに行きました。
5月8日 天ねんきね

ん物のかち
今日，しごとの，学習で，どく自学習をしました。テーマは，「なぜ　奈良公園に，
シカはいるのか，です。▲奈良のシカは，野生ですが，人間と，なかよくふれあえ
るために天ねんきねんぶつに，なっています。▲すると，一人で，生活できるシカ
とのちがいは，人間とのふれあえるだけしかちがいところがないはずです。

5月13日 きつつきの
商売

今日，トマトグループの発表がありました。紙しばいにすると，紙を，よまなけれ
ばいけません。すこしでもまちがえればしっぱいするので，しっぱいできません。
でも，キャラクターを動かさなくていいので，そこは，らくだし，場めんがよく分
かります。ペープサートは，動かすのは，むずかしいけど，動きが分かります。ぼ
くたちは，ペープサートの，いいところを，いかして，発表したいです。

5月16日 発表 「今日は，がんばろう」と思って，発表に入りました。ナレーターのりゅうせいくん，
うさぎのはし本さん，きつつきのCくんが，じゅんちょうに，読んでいるなあと思っ
ていたぼくは，その時，コ〜ンのそんざいを，わすれていました。Cくんが，国語
の教科書の，コーンをよむ前「コーンの時，音ならしてや」と，ちゅうこくしえt
くれたのですが，コーンの道具まで，手がとどかずならすことができませんでした。

5月17日 さいごの音
読

しぜんグループさんは，そんなじょうしきを，うちやぶりました。何をしたかとい
うと，なんと，しぜんグループは，紙しばいと，ペープサートを合わせて，やって，
見せたのです。でも，その分むずかしくて，紙しばいの紙が，一まいずつでいて，
紙を，とってから入れるまでの，時間があったので，どうにか，工夫できないかな？
と考えていました。でも，思いつきませんでした。

5月18日 5月16日の，日記に，日本グループの，発表の時，手がとどかず，コーンの音を，
鳴らしそこねましたと書きました。その時，先生の，コメントで・・・▲そこで，
ぼくは考えました。そして，思いつきました。ぼくたちは，れんしゅうが足りなかっ
たのです。はいけいと，キャラクターを，合わせるれんしゅうは，二回ぐらいしか
できませんでした。

5月22日 いけん 先生は「なんで，ぼう力をふるってくるシカが，神さまのつかいなのかな」とおっしゃ
いました。▲でも，それは，シカのせいではないと思います。シカを，しつけた，
人間がわるいのだと思います。

5月25日 いけん② ぼくがしらべてみると，シカの角切りを見るためにはお金がいるらしいです。ぼくは，
「ろくえん」は，ぼ金に，こどぁっているので，角切りを，見たおきゃくさんから，
もらったお金はぼ金しているんだと思います。
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5月26日 しごと 学習では近どうさんが「シカが奈良にいる理由は？」と，考えていました。ぼくは，
そのいけんを聞いて，何かかんけいあるのかなと思って，じしょで「天ねんきねん物」
と，しらべてみました。▲ぼくが思うに，シカは，人間に，なれているからめずら
しい動物天ねんきねん物に，なったのだと思いました。

5月28日 しん聞紙 先おとといの夕かんに，しごと学習の，シカのことがのっていました。▲そこに，
書いてあったことを，自分なりにまとめてみました。

6月2日 しつ問 今日，子じかが生まれたからです。その時，あいご会の人は，まったくたすけに行
かないのです。それは，野せいに近づけようとしているからだと思います。

6月27日 しごと 先生は，OPさんの「人が，えづけをしないようにする」という，あいご会の人の，
仕事について，注目していました。なぜかというと，シカせんべいをあげているか
らです。えづけとは，エサを，食べて，ペットのような物になってしまうというこ
とです。そこで，僕は，ハッと気づきました。シカに，シカせんべいを見せると，よっ
てくることに，もはやこれはえづけではないでしょうか。でもこれは，だいじょう
ぶだそうです。だから，このことについてまた考えたいです。

6月29日 シカせんべい
のメリット

シカせんべいは，シカを，ほごするために，あるそうです。なぜかというと，シカ
せんべいをあげると，そのための，人間の食べ物などを，あげなくなるからです。

7月1日 しごとのど
く自がく
しゅう

僕は，テーマが「野生なのにどうしてシカせんべいをあげてもよいのか」▲シカが
天ねん記ねん物で，その理由の中にふれ合うということが入っています。だから，
シカせんべいを通して，人間とシカがふれ合える，つまり，天ねん記ねん物のかち
をあげる物になるのだと思います。

7月2日 「やった？」僕は，も造紙を，かんせいさせました。といっても，作ると言ってから，
かなり時間が，たっています。そのせいで，さいしょは，さいせんたんだった，その，
発表の，そんざいがうっすくなってしまいました。

7月4日 立ち止まり
学習

僕は，鳴りごまというところに，立ちどまりました。なぜなら，僕は，こまは動き
を楽しむ物だと思っていたからです。なのに，鳴りごまは，僕たちの，じょうしき
をうちやぶりました。

8月13日 西表じまで
分かったこ
と

お父さんが「イリオモテヤマネコのためを思っている西表じまの人の活動と，シカ
のほごにてるんちゃう？」と，言われたので「そうだな〜，つなげてみよう」と思
い考えることにしました。▲イリオモテヤマネコがとび出してくるかも分からない
からゆっくり走っているのです。▲さらに，奈良の人が見習うところがあります。
それは，気もちです。イリオモテじまの人は，◯◯〜◯◯まで，じこがありません，
などを言って，しまの人のテンションをあげていきます。だからこのようなことを
したらいいと思います。

8月19日 ろくえんの人にインタビュー
9月5日 しごと しごとの学習がありました。今日のテーマは，これから学習したいことを話し合う

というテーマです。▲Lくんは「シカは人間にとって何なのか」と言いました。そ
の意見を聞いて，シカは，人間にとって何か考えました。そして気づきました。人
によって，この考え方がちがうことに。▲たとえばのうかさんだったら，シカはイ
ヤだとおっしゃると思います。なぜならのうかさんのもうけのみなもとを，食べら
れるのですから。でもシカは，野生なので，そんなことを知りません。

9月6日 しごと② 僕はKくんの次のような意見が気になりました。山にいる野生のシカは，奈良公園
に入れられない，もし入れたら大へんな事になる。僕は，この意見を聞いて，おそ
ろしいことは何なのかと考えました。それは，人へひがいをあたえることだと思い
ます。▲天ねん記ねん物のシカと，野生のシカのちがいは，人とふれあうことです。
つまり，野生のシカは，人と，ふれ合うことが出きないのです。▲僕はどうやって
見わけるのかしらべてみたいです。

9月21日 今考えてい
ること

僕は，今考えていることがあります。ず〜っと前の，しごとの学習で，Lくんが，「シ
カを見る目は，人によってちがう」と言っていました。僕は，ず〜っと，その意見
が気になっていて，人によって，どんな見る目があるのだろうと，考えていました。
だから，インタビューするために，だれに，インタビューするかということを考え
ました。

9月24日 今日，シカよせに行きました。めんだんの時，すすきだ先生に，実行に，うつすのが
おそいと，ちゅういをうけました。だから，しかよせに，奈良公園に行くついでに，
いろいろな立ち場の人からみたシカという題名で，インタビューすることにしました。

9月27日 シカせんべ
い

今日，シカの行動をためしてみてというテーマで，話し合いをしました。僕は，今
わだいになっているしばとシカせんべいのちがいというのを考えていました。▲ま
ず，僕も，シカも，生き物は，おいしい物を食べたいです。▲しかし，シカせんべ
いは，味がありません。しばは，食べたことがありませんが，シカにとっては，シ
カせんべいの方がおいしいのでしょう。しかし，本当の，シカは，しばを，主しょ
くとしています。しゅしょくはしばです。だから，奈良公園のシカせんべいは，シ
カとふれあうためのどうぐでしかありません。
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9月29日 まとめ 僕は，だいぶむかしの，Lくんの意見が気になっていました。その意見は，9月5日の，
「シカは人間にとって」ということです。このしんそうをたしかめるべく，僕は，17
日の日曜日に，インタビューしに行きました。前日僕は，だれに，聞くかというの
を考えました。僕は，ろくえんの人，お店の人，かん光客の人，あとは出会った人
というふうに決めました。▲けっか　あいご会の人　絵をかいていたおばちゃん　
お店の人　人力車の大しょう▲このようなお話を聞いて，お店の人がきらいという
かと思っていたら，シカのおかげでという言葉がでてきてびっくりしました。

10月4日 発表内よう 僕は，ずっと前の9月5日の，Lくんの，シカは人間にとっていったいなんなのかと
いういけんが気になっていました。だから，9月20日にインタビューしに行きました。
まずは，あいご会の人です。あいご会の人は「ならのシカは天ねん記ねん物だから
大切にしたい」と言っていました。僕は，4人ぐらいインタビューしましたが，み
んな同じようなこたえでした。▲次に，お店の人に聞きました。そのお店は，食べ
物やさんで，外に，食べ物をおいていました。すきかきらいかと聞くと，どっちで
もないと答えてくださいました。▲何を売っているかによって，気もちがかわるこ
とにびっくりしました。

10月8日 インタ
ビュー

シカせんべいも，パッケージは，ぎょう者が作っていて，ぎょう者さんが紙を買って，
その，お金は，ぼきんにつかわれているそうです。つまり，ぎょうしゃさんとあい
ご会の，人が，シカのために，きょう力しているということが分かりました。

11月2日 天ねんきね
ん物

僕は，今日の，春日山原始林とシカの共ぞんについて考えました。そこで僕は，自
分の，意見をどんどんつなげて，考えをはってんさせていきました。いろいろ考えて，
まずは，シカが天ねん記ねん物にしていされたといういうことから始まりました。
天ねん記ねん物は守らなければなりません。するとシカはふえます。奈良公園の中
だけの場所ではおさせきれません。すると，春日山に出てきます。そして木を食べ
ます。するとしぜんがこわれます。やがて，シカがしぜんをこわすことにてられな
くなり，おいだすと，のうかさんのところに行きます。今考えたことは，むかしは
ありませんでした。しかし今はあります。ということは，僕はシカがふえすぎてしまっ
たのだとおもいます。このようなげんじょうを，あいご会さんがどうおもっている
のか明日インタビューにいきたいです。

11月3日 けっか 今日，奈良公園にインタビューしにいきました。インタビューしたのは2つです。
▲一つは，ほごくいきぜんいきに入っているシカの数え方は？です。もう一つは，
春日山原始林と，シカの共ぞんについてどう思っていますか，またどんなたいさく
をしていますか，です。▲けっか　きくと，はじめのは，なんと，奈良公園と春日
山原始林しか，数を数えてはいないそうです。しかも，その数え方は，一こ一こ，
手作ぎょうで数えているそうです。▲②のしつもんです。それを聞くと，まずいっ
たのは，シカが原始林にひがいをすごくあたえているというわけでもない，でした。

11月14日 しごと 今日はLくんが発表してくれました。もぞう紙を，8まいも書いてきていてすごなと
思いました。Lくんは，あいご会の中心にいるようなそんざい石川さんに，インタ
ビューしたそうです。▲そのけっかをきいていたなかで，のうかさんや人へのひが
いをあたえないためには，シカを，かこいなんかで入れると一番こうかてきでも，
天ねん記ねん物でなくなってしまう。このことから，このたいさくができないこと
が分かります。ではこのようなたいさくは，ほかのものはないのかかんがえると，
まずは根本てきに，シカせんべいドングリなどをあげないことが大切だと思いまし
た。

11月16日 しごと 今日，5時間目に，先生がきのうのLくんの発表について，ちょろっと話していまし
た。そのお話の中で，シカのあいご会の人の人手が足りていないからでは，ないか
と言っていました。しかしCDさんはやりたいという気もちだけであいご会は，つ
とまらないと言っていました。僕も，そうだと思います。インタビューしたあいご
会の人にも，大学（生物）の学校から来た人です。それにあんまりないけどあいご
会の人にも，きゅうりょうぐらいはあります。今でも，色々たいへんなのにこれ以
上ふえたら，あいご会の人がはさんするかもしれないのです。このように，会の人
をふやすこともむずかしいし，第一かん光なので，今があいご会の人の全力なんだ
と思います。



－85－

11月24日 考え 今日のFくんのしごとについての発表では，このようなことを，発表していました。
その中で，かん光客の人は，シカの事を，全くと言っていいほど知りません。だか
らシカに，ストレスがたまるような事を，平気でしてしまいます。シカの事を知っ
ているあいご会の人にシカを守る思いなどを聞いてくれたのがFくんです。そのお
話を聞いていて，あいご会に入る前の気もちとなってかわった気もちとベテランに
なってからの気持ちのかわりようをきいて，入ってすぐの石川さんの気持ちは，す
こし，ベテランの，かん光客と同じような気持ちでした。しかし長い間シカとふれあっ
てきて気持ちがかわりました。それが本当の，あいご会の人の気持ちです。▲あい
ご会の人は，元からシカがすきで入った人しかいません。そういう人にも，あいご
会になる前は，同じ目線から見られません。しかし，そのシカについての知しきを使っ
て，あいご会になれば先ぱいから知しきをうけつげます。そして，仕事を体けんす
ると，真のあいご会になれます。なので，かん光客の人が，あいご会の人とシカを
同じ目線で見る事はむりだと思います。しかし，近づける事は出来ます。

11月27日 あいご会の人の仕事は大へんです。僕がいぜんインタビューした時にも，シカのケ
ガのの様子を見てつれてきてなにかパソコンでやって，人へのインタビューのうけ
つけをしてと，人数が少ないので，仕事で，スケジュールがつめつめです。自分の
時間がありません。そのじょうきょうで，自分の時間がほしい！こんな仕事はイヤ
だとたいしょくしてしまいます。なので，力やスタミナがあるわかい人でかつシカ
がすきでさらに，自分の時間がなくてもいいというかくごをもっている人があいご
会をつづけられる人です。このような大へんなしごとをこなしているあいご会のわ
かい人に，あいご会にたいしての気持ちをインタビューしてみたいです。

12月1日 ポスターコ
ンクールの
真そう

今日の白はせさんの発表でこのような事を，石川さんに，聞いてきました。という
発表がありました。その中で一番気になったのがポスターコンクールの真そうです。
ポスターコンクールは，シカの絵を書いてじゅしょう者をさがす大会でもありなが
ら，シカの事を，さらによく知ってもらう大会でもあるのです。ポスターを書く時
にやっぱり必要なのはシカにたいする知しきです。ここでシカの事を調べてあいご
会の事を，知ってもらうというのが作せんです。このような事を子どもに知っても
らって，シカへのあい着をわかせ，仕事が大へんなあいご会に，入れるわかい子を
育てておくというのが真そうだと思います。

12月6日 角切り 今はしごとの学習でふりかえりを書いている時間です。先生の一言でふりかえり何
書こうかなと思っていた僕の心はかわりました。その心を動かした先生の一言は，「角
切りってあとでますいでねむらせてほとんど切るのに決まった何頭か切るでしょう
ね」です。お金をもうけるためもありますがそれはノーマルな発想です。奈良公園は，
かん光客がいなくなると終わりです。なのでまた来たいなあと思わせるイベントが
ないといけないのです。そのイベントこそ角切りなのです。このことから角切りな
どには二つの目てきがあるかもという事が分かったので，みんなのなべに入ってお
いしい具ざいになりたいです。

12月8日 お〜 今僕はうれしいです。新聞に書いてあったシカの事を知れたからです。僕が新聞で
見るところはテレビらんとマンガだけです。▲しかし，たまに新聞の中にすごい事
が書かれていたりします。それが今日なのです。先生がくばってくださった新聞には，
あいご会がシカを助けるために，（あいご会の仕事のコストをへらすために）よびか
けているという事が書かれていました。昔の僕たちはもっとたいさくをと言ってい
ましたが，もう十分やっているのです。しかし，一向にへらない事この事をあいご
会さんはどう思っているのか考えたいです。

12月13日 12月6日の
新聞を読ん
で考えよう

新聞には，シカの事について僕のどく自学習にふさわしい事が書かれています。一
つは，よびかけているという事です。僕たちはシカの交通事こについてのたいさく
などを考えていますが，ほとんどもうたいさくずみです。もう一つは新聞の上から
二だん目に書いてある，シカがわか草山におりてくる道と時間が重なるので朝と夕
方の家へ帰る時間と仕事場へ行く時間が事こが多くなりますというところが二つ目
のポイントです。▲僕は今どくじ学習をしているのはこれだけたいさくやよびかけ
をしているのにどうしてシカのひがいがへらないのかです。もう大体理由は分かっ
ています。それは自分かってなかん光客です。
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12月19日 ふりかえり なぜよくならないのかは，ルールを作っても守る人と守らない人がいて，守る人は
よいんだけれど，守らない人は，自分勝手にルールをつくって，こうつうじこをど
んどんほきおこしています。考えた事実を伝えるは，あいご会の人と，おなじこと
を考えているけれど，やっぱり，奈良公園のかん光第一は，さからえないと思います。
でも，奈良の鹿は，奈良公園の一部なので，いけんを出すことくらいはできると思
います。でも，そうなると，なぜ鹿を守っているということが不しぎになります。
なので，県に行ってインタビューしえみたいです。▲ぼくが，これからやろうと思っ
ている事は，もう一度，奈良のあいご会の所へ行って，なにかのお手つだいをしたり，
いろいろないけんを出しあって，そのいけんを，ていあんしたりして，あいご会の
人をたすけたいです。

1月17日 考えと事実 今日はどくじ学習をしました。テーマは「シカを守るかんきょうが出来ないのはど
うしてだろう」です。僕はこう考えました。シカを守るかんきょうがないのは，シ
カを思う心がないからだと思います。なぜならインタビューで，あいご会の人が言っ
ていた通り，シカを思う心 （シカをうやまう心） が大切だと思いました。でも，な
にもシカにしてもらってないのに，シカを大切に思って下さいと言われても，その
話に耳をかたむけようと思いません。なので，かん光客の人に，かこに，シカがど
んな事をしたか事実を教えてあげればいいのです。その事実こそがシカが神ろくと
いう神せいなものという事と，昔シカはこの奈良公園の土地をもっていたのに，そ
の土地を人間にかしてくれているのです。なのでこのような事を人に伝えることが
大切です。その役目にてきしているのが，そう子どもです。なので，いろいろな人
にこの事実を教えてあげたいです。

1月21日 しごと 今日もあいご会さんにインタビューに行きました。内ようは，外国人の方や日本人
の方色々な人に注意している中で，一番伝わった行動はなんですか，です。この事
を聞きにあいご会まで行きました。あいご会に着きました。ドアがしまっています。

「今日はいないのかな」とあきらめかけていると，お父さんが「でも中の部屋の電気
はついてるで〜」と言いました。だからドアを思いっきりガチャガチャしました。
するとカギがあいて，うつぎさんが出てきました。あのインタビュー内ようを話す
と「一番いい方法はない。外国人はポスターの方が目にとまりやすいし，いんしょ
うに残りやすい。日本人はまず近所の人とかそういう人に，教えて広めていくのが
よい。とにかく正しいじょうほうを伝えてくれれば何でもいい」とおっしゃってい
ました。なので僕は，正しいじょうほうを身近なおじいちゃんから伝えていきたい
です。

1月23日 しごと （内
と外）

今日の5時間目のじゅぎょうが終わる時先生が「自分い外の事 （外） を考えすぎじゃ
ないですか？自分の事も考えてみましょう」とおっしゃいました。そして僕は思い
返してみました。たしかにかん光客に注意する方法しか考えていませんでした。な
ので内の事を今回考えることにしました。内の事つまり自分の事，外国人の人とか
ん光客に注意をするのに自分もしてしまうとせっとく力が全くありません。なので
1人で気をつけられる事を考えました。まずは，ごみすて，そしてその次は，シカ
せんべいい外の物をあげない，ゴミを見つけて拾う，などがありました。▲なので，
少しでもせっとく力があるように心がけたいたいです。僕のきづかない事があると
思うので，あいご会さんにも何を心がけているか聞きたいです。

1月24日 している事
をまねる

かん光客の人は，というか人は，みんながやっている事をまねるけい向があります。
みんなにシカの事をよびかける，う〜ん，それだけでは，少し息苦しいと思います。
では守るにはどうすれば？▲さい初にせつ明したまねするけい向を利用するのです。
今まであいご会はたくさん注意をしてきました。あいご会の一人一人は，注意した
事を出来ているのにたいし僕らの中でやり始める人は，あまのいません。そこで考
えると，そのさい初にやる人を僕たちがやればいいのです。あいご会の人は仕事で
いそがしくて，さい初の人になる事が出来ません。今でていっぱいなのです。▲な
ので僕たちがよびかけではなく行動をおこしたいです。そしてそれでみんながマネ
してくれたら，りそうはげん実になると思います。

1月26日 かん光・あ
いご

奈良公園にかん光に来ている人は，かん光をもっと楽しみたいと思っています。あ
いご会の人は，シカを守るだけの仕事をしています。おまけとして，ポスターを作っ
たりしていますが，こうかはありません｡ 本当のあいご会の仕事は，シカを守るこ
とであり，今の悪いシカへのかんきょうをうちやぶる重大な仕事をまかせられてい
るのは僕たちかん光客です。なので，少しでもかんきょうをよくするためには，ま
ず自分の事から始めていくのです。▲奈良公園のシカは，というより生き物は一つ
一つ役わりを持っています。人間にもそれはあります。なので僕たちはかん光客と
しての役わりがはたせるようにしたいです。
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1月31日 がまんも大
事

どちらも不まんなく共生する，それは，シカにとっても人間にとってもむずかしい
と思います。でも，どちらの方がまだいいかというと，シカです。シカがする悪じ
の元をたどると，全ての事が人間につながります。元々は人間が悪い事をしています。
だからこそ，人は大へんです。▲今，かんこう客の人などが平ぜんとした顔でやっ
ているゴミすて，えづけ，そのふつうの事を急にやめないといけないのです。それは，
かなりのがまんと，決だんがひつようです。なので何の不まんもなくくらすのは，
むずかしいと思います。でもそれをして，シカへのふたんがへったり，あいご会の
くろうがなくなったりするのなら，やるかちはあると思います。▲それをやるため
には，まず，自分たちがやるひつようがあると思いました。

2月2日 がまんと
は？

今日奈良公園に行きました。ろくえんのてんじスペースをまずは見て回りました。
ここで説明して下さった事を家に帰って考えました。▲さい初はあいご会の人が，
シカがろくえんに入いるのは人との共生のためと言っていました。これはまちがっ
ていると思います。シカは，ろくえんに入れられるのと自由とでは，ぜったい自由
の方がいいです。だからまずそこでシカの不まんが出てきました。さい初の僕は，
人ゆうせんになっている本当にそれでいいのかと思っていました。でもがまんをま
なんだ僕は，ちがいます。今の考えは，少しのマイナスがあってプラスがなりたつ
です。なので少しがまんするだけで，少しでも奈良公園がかわるのなら，少しぐら
いがまんしたっていいと思います。こんどのまとめで，もっと友だちの話を聞き少
しも考えをはってんさせたいです。

2月5日 シカは野生 今日，じゅ業さんかんがありました。しごとの学習でした。みんなの話を聞いてい
ると，どの意見にも，人がやめるという言葉が入っていました。人がやめなければ
いけない理由は，シカが野生という事です。▲人間には，物事をよく考える力があ
ります。シカなどの野生には，全くないとは言いませんが，思いついた事はすぐに
実行にうつしてしまうと思います。それなら，どちらが自分の行動を見直さないと
いけないかというと，もちろん人です。でも，どれだけあいご会がよびかけてもな
おりません。なので少しでもよくなるよう大人になった時，事こに気をつける，今
ゴミを拾うなどを心がけたいです。

2月7日 知ってもら
うとは

僕は，今日のしごとの学習で，先生がみんなに聞いていた，次のテーマで，シカの
事を知ってもらうとはどういう事だろうかというのに決まりました。これはどうす
れば，知ってもらえるかではなく，知ってもらうとはどういう事なのかという事です。
僕は，知ってもらう，伝える，自分でする，というこの三つが，奈良公園での僕た
ちがはたすべき役目は，人間がやるべき事が，この知ってもらうかん光客の人はこ
れを知るという大事な役目それが知ってもらうという真ずいだと思います。でもこ
れだけではあまりまんぞくではないのでみんなの意見を聞いてもっと深く考えたい
です。

2月8日 シカの事を
知らないと

シカは人の事を信らいしています。かん光客の人もシカを信らいしていないとまで
は，いいませんが少なくとも，シカのげんざいのきびしいじょうきょうをにんしき
して，かんきょうを少しでも良くしようと思って行動にうつそうとしている人はほ
とんどいません。人はシカの事をもっと知ってあげらられると思います。でも，か
ん光客の人だけのせいにするわけではありませんが人は，知ろうともしていません。
かといってむりやり教えるわけにもいきません。かん光客の人は，かん光客をたの
しみたいので見知らぬぼくたちに，どうこういわれて気分悪くなられてもこまるか
らです。なのでしぜんにきょうみをもってもらいます。でもこの考えがおもいつか
ないので明日の話合いで決めたいです。

2月9日 今までは？ 今日，朝早くとう校した僕は先生に「今までは，奈良公園って共生出来ているのかな」
と聞かれました。すぐ近くにいたBくんはできていると言いましたが僕はほっとい
ていると答えました。その理由を書きます。▲今までは，シカが人全ての人が水に
流してほっといています（シカは分からない）でもこのかんきょうで，良い方向に
進んで行かないのは，ぜったいです。だから今年こそ共生というかんきょうを作ら
ないといけません。でも今までに出来ていない事なので今までにない「何か」をし
なければいけません。僕が思うに，その何かは，シカを信らいし，シカを，助けて
あげようと思う心つまり両方が，両方を思う，奈良公園というかんきょうを作らな
ければいけないといけません。でもみんな自分で自分ゆうせんで考えています。で
も思いやるには自分い外の人に，思いやる心が必要です。でも自分のことしか考え
ていないのなら，べつの生き物を思いやる事は，もっと大へんな事だと思います。
そこでそのきっかけにならないといけないのです。僕たちが。明日は，そのきっか
けとはなにか考えたいです。
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2月10日 しごと② 僕はきのうのしごとの考えのつづきを書きます。きっかけと言ってもむりやりかん
光客の人にやらせても意味がありません。なぜならどんな事でもむりやり教えられ
た事は，すぐわすれてしまうからです。自分がやりたいと思った事をやってこそ頭
に入るし，しっかりおぼえられます。僕は，きっかけとはシカがかわいいと思う心
だと思います。僕の今までのけいけんで，かん光客には三しゅるいあります。一つ
目「かわいいな〜あ！あそこにゴミがあげよう」二つ目「かわいいゴミ落ちてるけ
どあげんとこ体に悪そうだし，やめとこ」三つ目「ああそこにシカがいる。シカっ
て何食べるんだろう気になるなあよし，調べよう」▲この中で一番シカへの思いが
強いのは，一の人です。でもまちがった近づき方をすると，だめです。本当にかわ
いいと思っている人は正しい知しきをもっていれば，悪い事はしないと思います。
だから，シカは本当はイヤで，えづけをする事でたくさんの生き物がイヤがってい
るという事を，もっとがんばってせきにん感（プレッシャー）をあっけるひつよう
があると思います。明日は，プレッシャーをかけるとどうなるか考えたいです。▲
僕は，プレッシャーをかけると二つの方向に行くと思います。一つ良い方向は，か
んきょうじたいすごくよくなり，かん光客も，心を入れかえて今まで，オレたちは
何をしていたんだ。これからは，どんどん正しいシカのためになる事をしていこう
となる。もう一つ悪い方向です。かん光客がかんちがいし，なんでおれたちだけど
うこう言われなあかんねんとギャクギレする。そして，どんどんかん光客が（へ）
りそれでこそ奈良公園はかいめつじょうたいになる。これからは，どうすれば良い
方向にすすむか考えたいです。

2月15日 かん光客と
は？

かん光客これは，かんたんに言えばシカにがいをあたえるそんざいです。その事は
知っていますが，僕は，もっと深くほり下げてみようと思いました。かん光客は，
シカをかわいいと思っています。もっと言うと，シカと近づこうとしています。今
日はシカと近づくという事について書きます。シカと，近づくには，シカにたしい
ての十分な知しきがひつようです。知しきをもっていると，シカとただしいせっし
方が出来て，あげるエサは，どんぐりとシカせんべいをあげます。でも今のかん光
客のげんじょうは，シカの知しきがなく，むりに近づこうとするから，ひがいがあ
ります。そこで，僕たちは，のうにやきつくような方法で，シカの事を，しっても
らわなければいけません。僕は，まだいけんが出来ていないので，とことんほり下
げていきたいです。そして意見を作りたいです。

2月16日 共生とは？ きのうのお母さんのコメントを読みました。▲（共生できている状態とは，鹿が人
とほぼ同じ生活けんで暮らしている状態のことではないの？関わりすぎない程度に，
でもほっておくわけではないエイドにつきあってこれてるのでは？どうですか？）
▲やはり僕の中の共生は，ハードルが高くてお母さんのハードルは低いです。僕の
ハードルは，たっせいしていないけど，お母さんのハードルは，シカせんべい，あ
いご会などの手助けもあって，なんとかせいこうしています。もちろんこのまmで
もいい事はいいのですが，シカが，交通事こ，えづけなどでなやまされているのを，
ほっとけないと思います。あいご会の人も手いっぱいです。そういう所で共生のレ
ベルを上げていかないといけないと思います。（なるほど，レベルを高くするのです
ね）

2月21日 レベル 前回の日記で，シカをなやませている事をどうすればいいか書いていました。それ
もそうだけど共生のレベルについてもう少しほり下げようと思います。今んおじょ
うたいでも共生と言えば，共生は出来ています。これと同じじょうたいがつづけば
いいのだけど，僕は，年がすぎていくたびに，共生のレベルがどんどんさがっていっ
てしまう気がします。今は，人も，シカも，どちらももうかた方からひがいを受け
ています。いつか今でもぎりぎりなのに，そのぎりぎりが，ずっとこれがつづいて
いると，たもてなくなるのではないかと考えます。そのためにも，レベルを上げる
ひつようがあると思います。その方の不まんをすべてなくす事は出来ないかもしれ
ないけど，少なくするというのがレベルをあげるというところだと思います。

2月26日 しごと ひさしぶりにしごとの事を考えようと思います。レベルというので，今のままの共
生レベルでも，このままつづいていったら，いいと思います。（共生出来ると思いま
す）でも，奈良公園に来るかん光客がもっとふえると，いずれシカにもっとストレ
スが来て，共生というぎりぎりのレベルがたもてなくなると思います。どちらにしろ，
これからかん光客はふえていきます。そして共生というバランスは，だんだんくず
れていきます。なら今のうちに，少しでも共生のレベルを上げるひつようがあります。
しかし，もうやるべきことはやっています。それなら，まだやるよちがある，僕た
ちがどんな方ほうでもいいのできおくにのこるように，伝えたり実っさいこう動に
うつしたりしなければいけないとおもいます。
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3月14日 これで終
わったのか

今日校外学習に行きました。▲僕たちは，学習のさいごとして，外国人の人にシカの
事を伝えるということでしたがはたしてこれで終わったのでしょうか？僕は終わった
と思います。今回自分たちが言ったことを，こんな事聞いてんとまわりの人に教えて
くれたら，どんどん広がるし，たくさんの人に，シカの事を，知ってもらうが目ひょ
うなので，たっせい出来たと思います。だから明日この学習のまとめをしたいです。

3月15日 シカの事を
知ってもら
うとは

今日はまだきのうの日記にまんぞくがいっていないので，もう一度シカの事について
考えました。思い返してみると，外国人の方は僕たちが話している時すごくねっ心に
お話を聞いて下さいました。中には，かん光客がわから僕たちの所に来て，お話を聞
いて下さいました。僕たちは，まずマイブックについて話しました。その後シカの事
を話し始めます。すると，大げさかもしれませんが，シカの事を言うと外国人の方の
目がキラキラしているように見えました。それを言ったおかげか，シカ注意のかんば
んなどもねっしんに見てくれていました。だから僕はここまでの事から外国人の人は，
奈良の事を，シカの事をもっと知りたい。でも，どうせ日本に来たんだから何かべつ
の事をしたいかぎられた時間の中で，シカのためだけに，この時間を使いたくない。
そういう人がいます。その中であいご会の人はシカの大切さを伝える，奈良公園のか
んきょうを守る，という仕事があります。▲僕たちが大人になった時一人一匹をたす
けたとして，33匹はたすかる僕たちはそれでまん足と言っていました。なら今回伝え
た外国人の人のだれかがシカを助けてくれたならそれでいいです。大きいけっかをも
とめなくてもいいので少しでも，シカが助かったらいいと思います。

3月16日 ふりかえり 今回，僕は今の自分のできるせいいっぱいと言いました。でも僕は，少しのシカが
助かればいいあまり大きいけっかをもとめなくてもいいからという所を僕は，言え
ませんでした。そこだけちょっといけなかったけど僕は僕なりにがんばったつもり
です。これからだと，もしかして，外国人の人に伝えるというきかいはもうないか
もしれません。でも僕はこれからもシカを守って行きたいし，伝えられる所には，
伝えていきたいです。僕はあいご会でもないし今は，シカの知しきとシカを，守り
たいという想いしかないけどもっと大人になったらいろいろな事ができるようにな
ると思うし，たくさんシカのために出来る事はふえてくるとおもうので，僕はこれ
からも，その時の自分に出来る事をやっていきたいです。そしてこれからもシカを
守って行きたいです。

3月16日 さいごのし
ごと

今日，ラスト，三年生で，さいごのしごとの学習をしました。きのうめっちゃ頭をふ
りしぼってすごくがんばって考えた考えを伝えるさいごのときでした。僕は，じゅん
ばんに意見を言いました。僕たちが今のじょうたいでできるさいだいげんの事をやっ
たからこれからも伝えていくけどさきおとついやった事にはまんぞくしている言いま
した。僕のように，きのう日記にいっしょうけん命書いた事を，みんな発表していま
した。僕は，今回三年生にふさわしい学習が出来ました。これからもシカを守ってい
きたいし，三年生と同じようにテーマに，くわしく一生けん命とりくんでいきたいです。

手紙 あいご会の方今までありがとうございました。もしも，あいご会の方がいなくて，
シカのじょうほうを教えてもらえなかったら，今の僕たちにこんなにシカを守りた
いという思いは生まれたなかったと思います。急がしい所で，真けんに聞いてくだ
さったので聞きたい事を全て，聞く事が出来ました。▲さい初僕はシカがそれほど
すきでもなかったし，もちろんあいご会というそんざいすら知りませんでした。で
も奈良の名物はシカというのは知っていました。こんな中シカの学習が始まりまし
た。さい初はかん光客のえづけが問題になりました。僕はシカせんべいしかあげて
いませんが，かん光客の人がシカせんべい以外の食べ物をあたえそれによって，シ
カが死んでしまっている事におどろきました。あいご会の方からしりょうをもらい，
シカの死ぼうげんいんは，えづけだけではない事を知りました。それは「交通じこ」
です。シカの死ぼうげんいんは，主にこの二つだと知りました。そこで，この二つ
をなくすにはどうすればいいか考えました。交通事こは，前をよく見ないのと，と
び出してくるシカに気をつけないという事で起こるからそれを気をつけるようにと
書いたかんばんを立てればいいというふうな考えになりました。でもあいご会の方
はもうすでにやっていました。でもかん光客はシカへの意じ悪をやめません。どう
やったらきょうみをもってもらえるだろう何を伝えたらいいのだろうと考えました。
そしてさいごはやっぱり，自分たちが国さいの学習のえいごで伝えようというけっ
かになりました。外国人の方に聞くと，真けんに自分たちのお話を聞いてくれる方
が多かったです。そして僕はシカの事を伝えただれかがシカを助けてくれたらそれ
でいいと思いました。僕はこれから大人になってもずっとシカのためになる事をし
ようとおもいます。だからあいご会の方も，これからも「共に生きる」というかんきょ
うをめざしてがんばってください。さようなら僕はこれからもシカを守ります。
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